
E.ベルンシュタイン,K.カウツキー,R.ルクセンブルク文献目録

― ド イ ツ 社 会 民 主 党 内 の 帝 国 主 義 論 関 係 邦 語 文 献 目 録 ( 1 ) ―

長 島 伸 一

ここに提供する文献目録は, ドイツ社会民主党に関連のあった人々,とりわけ,ベルンシュタイン,

カウツキー,ルクセンブルク,ヒルフアディソグの著書及び論文の翻訳と,かれらの帝国主義論に関す

る邦語研究論文を収録したものの一部である｡基本カードの作製にあたってほ,次にあげる書誌によっ

た｡戦前については,百十数誌の雑誌の創刊号から1927年末までを収めた天野敬太郎編 『法政 ･経済 ･

社会論文総覧』全2冊 (刀江書院,1927-28年),1916年から1930年までを収めた神戸高等商業学校商業

研究所編 『経済･法律文献目録』全2冊 (宝文館,1927-31年),1919年から1936年までについては大阪

商科大学経済研究所編 『経済学文献大鑑』全4冊 (1934-39年.復刻版,文生害院,1977年)によった｡

その後の空白は,『国民経済雑誌』によってうめた｡
戦後については,大阪市立大学経済研究所編 『社会科学文献解説』全10冊 (日本評論新社,1947-53

午)および同研究所編 『経済学文献解題』(日本評論新社,1957年),それ以降については,経済資料協

議会編『経済学文献季報』(現在まで通巻103号刊行)によった｡したがって収録期間は明治末期以降1981

年末までである｡

こうして作製された基本カードを補足するものとして,戦前については,大原社会問題研究所編 『所

蔵文献目録』(1969年)および法政大学図書館編 『協調会文庫目録』(1977年)によった｡戦後は,大阪

経済大学日本経済史研究所編 『経済史年鑑』(1951-56年版),『経済史文献』(1957-58年版),『経済史
文献解題』(1959年版以降,日本評論社),日本政治学会編『日本政治学文献目録』(福村出版,1965年以

降),国立国会図書館参考書誌部編 『人物文献索引』(人文編,1967年.経済 ･社会編,1969年.法律 ･
政治編,1972年),慶応義塾大学三田情報センタ一編『経済学関係記念論文集記事索引』(1971年),国立

国会図書館参考書誌部監修 『雑誌記事索引- 人文･社会編一 累積索引版』(経済/社会,紀伊国屋書

店,1976-81年),天野敬太郎監修 『現代日本執筆者大事典』全5冊 (日外アソシエーツ,1978-80年),

深井人詩編 『人物書誌索引』(日外アソシ--ツ,1979年),図書館科学会編 『全国短期大学紀要論文索

引』(人文科学 ･社会科学編,埼玉福祉会,1982年)などによって補った｡

個人別の書誌については,以下に掲げるドキュメンタリストおよび研究者の成果を利用した｡

(1) ベルンシュタイン PeterGay,TheDilemmaofDemocraticSocialism:EdtlardBernslez'n's

ChallengetoMa7X,NewYork1952.PierreAnge一,Edlla71dBernsleinetl'eJb･OIlltl'ondZESoct'alz'sme

allemand,Paris1961.ThomasMeyer,BernsteinskonstrzEktiuerSozz'alismzts:EdTtWdBernsfeins

Beit71agZILrTheoriedesSozialismus,Berlin,Bonn-BadGodesberg1977.田村雲供 ｢ローザ ･ルクセン

ブルク文献目録｣〔-ⅠⅠⅠ→254〕

(2) カウツキ- WernerBlumenberg,KarlKazEtSkysliteranlschesIVerk:Finebiblz'ogmpll2'sclle

UbeTSicht,Amsterdam1960.内藤魁夫 ｢カール ･カウツキー文献｣〔-II1135〕.田村前掲文献目録.

(欧米の研究論文については,WaiterHolzheuer,KarlHat(tskysWe7lkalsWeltanschazEung.Beitmg

zurIdeologiederSozialdemokratieNordemErstenWeltkn'eg,1972.G.P.Steenson,KarlKaztlsky

1854-1938,Pittsburgh 1978.ReinholdHtinlich,KarlKazttskyzlndderMayxismztsderII.Inter-
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nationale(SchriftenreiheftirSozialgeschichteundArbeiterbewegungBand22),1981.の巻末を参

鷲).

(3)ルクセンブルク JadwigaKaczanowska(przykonsultacjiiwspolpracyFeliksaTycha),

Bibliografiapierwodruk6wR6乏yLuksemburg,ZColaltJalki,1962,N.3(19).J.PeterNettl,Rosa

LILrembuyg,2vols.,London1966.RosaLILremblErgGesaulmelteWey:ke,hrsg.vonIML/ZKdSED,

1970-75.田村前掲論文.西川正雄 ｢ローザ-ルクセンブルク- 史料と文献｣〔-Ill-282〕.伊藤成彦

｢日本社会主義運動とローザ･ルクセンブルク｣〔-III-288〕.丸山敬一 ｢ローザ･ルクセンブルク邦語

文献目録- 1921年～1979年末｣〔-ⅠⅠト346〕.

(4) ヒルフアディソグ 拙稿 ｢R.ヒル77ディソグ文献日録- ドイツ社会民主党内の帝国主義論

関係邦語文献目録(2)｣(『大学院紀要』〔法政大〕9,1982年)を参照.

その他のドイツ社会主義 ･帝国主義論に関する主題別文献目録として,以下のものを利用した｡

まず,本目録の範囲外ではあるが,欧米の研究文献の書誌として,Hans･JosefSteinberg,Sozialismus

unddeutscheSozialdemok71aiie.ZurIdeologiederParteiNordem1.Weltkrieg,Hannover1967.Hans-

ChristophSchr6der,SozialismusundImperialismus.DieAuseinandey:setzungderdeutschenSozialdel

7nOkratiemitde171Imperialismuspyoblem lEndder"lyeltpoliiik(Iuor1914,1968.ModernEuropean

Imperialis771IABibliograpllyOfBooksandArticles,1815-1972,2vols.,1975.Hans-JosefSteinberg,

Dl'edeutsclleSOZl'all'stl'scheArbel'terbeweglEngbl's1914:Ei71ebl'bliographl'scheEl.nfiE'/lrung,Frankfurt

amMain1979.KlausTenfelde,GerhardA.Ritter(hrsg.),Bibliog71aPhiezurGeschichtederdeutschen

Arbeiterscllaftlt71dArbeiterbeluegung1863bl's1914.BerichtzeitymEm1945-1975,Bonn1981.などが

ある｡わが国で作製された同じ領域の書誌および書誌の書誌として,林健太郎編 『ドイツ現代史総合文

献目録』(東京大学出版会,1966年).西川正雄 ｢第2イソターナショナルおよびドイツ社会主義 ･労働

運動の歴史- 文献目録｣(『現代史研究』24,1970年).西川正雄｢ヨ-ロツパ労働運動史研究について｣
(『歴史科学への道』上 校倉書房,1976年).西川正雄｢ドイツ社会民主党史- 文献目録(講義資料)｣

(『歴史と文化』〔東大教養学部人文科学科紀要70〕,1980年)などがある｡

邦語文献を含む目錠として,以下のものを参照した.越村信三郎編F最近の独占研究j(東洋経済新報

社,1959年)に所収の富山和夫 ｢独占にかんする文献目錠｣.義井博他 ｢第一次世界大戦史研究の動向｣

(日本国際政治学会編 『国際政治』有斐閣,1963年,所収).清水嘉治･富山和夫 ｢帝国主義にかんする

戟後の文献目録｣(井汲卓一編 『現代帝国主義講座』V,日本評論新社,1963年,所収).松尾展成 ･肥
前栄一 ･渡辺尚 ･柳沢治 ･大月誠 ｢ドイツ資本主義に関する邦語文献目録 1965年2月現在｣(FORG
AN』2,1965年).清水嘉治 『帝国主義論研究序説』(有斐閣,1965年)の巻末文献目録.西川正雄 ｢ド

イツ近現代史関係邦語単行本目録｣(『史論j〔東京女子大〕,1971年).桟哲子｢ドイツ近現代史関係論文
目録｣(前掲誌,所収).安世舟 『ドイツ社会民主党史序説』(御茶の水書房,1973年)の ｢附記｣および

｢参考文献｣.入江節次郎･星野中編 『帝国主義研究』Ⅰ(御茶の水書房,1973年)の巻末 ｢帝国主義論

の方法に関する文献目録｣.1975年度ドイツ史ゼミ編｢ドイツ近現代史関係論文目鼻｣(F史論129,1976
午).入江･星野編 『帝国主義研究』II(御茶の水書房,1977年)の巻末文献目録.高須賀義博編 F独占

資本主義論の展望』(東洋経済新報社,1978年)の巻末参考文献.山本佐門 Fドイツ社会民主党とカウツ

キー』〔-ⅠⅠ-234〕の巻末文献目録.

また人物文献目鼻としては,それぞれ以下のものを利用した.

(i) エンゲルス 坂脇昭吾 ｢戦前のわが国におけるエンゲルス研究文献について｣(F千里山経済学l
〔関西大･大学院〕4,1970年),同 ｢戦後のわが国におけるエンゲルス研究文献について｣(F鹿児島大
学教育学部研究紀要』23,1972年).
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(ii) べ-ベル ErnstSchraepler,August-Bebel-Bibliographie.Bibliog71aPhienzurGeschichtedes

Parlamentan'smusundderpolitischenParteien,3,Diisseldorf1962.

日 ツェトキソ HeinzGittig,ClayaZetkin.EineAuswahlbibliographiederSchnftenuonlEnd
ilberCIwaZetkin.ArbeitskyleisdergesellschaftsltJl'ssenschaftlichenBeratzEngsstellenandendem

StaatssekyletariatfiirIIochschulwesenunteystelltenwissenschaftlichenBibliotheken.Schnften71eihe,Nr.

4,Berlin1957,

6V) パルヴス W.B.Scharlauu.Z.A.Zeman,FreibeuterderRevolution,Parvus･Helphand.･El'ne
politischeBiographie,K61n1964.Englishtransl.,London1965. (蔵田雅彦 ･門倉正美訳 F革命の商人

- パルヴスの生涯』風媒社,1971年).

(V)K.1)-プクネヒト HeinzGittig,KarlLiebknecht,RosaLliXembZEYg.EinAuswahluerzeichnis

derSchnftenyonundilberKarlLiebknechtundRosaLlαembuyg.Arbeitskym'sdergesellschaftswl'ss-

enschaftlichenBey7aiungsstellenandendemStaatssek71etan'atfilrHochulenunteystellenwissenschaft-

1ichenBjbliotheken.SchnftenreiheNr.3,Berlin1957l

Mバウア- NorioYonekawa｢OttoBauer文献- BibliographietiberOttoBauer｣(『新潟大
学経済論集』20,1975年).

なお,上記の個人別書誌に関する情報は,前述の書誌のほか,水田洋 ｢リトロスペクテイヴ･サーチ

の方法と問題｣(伊大知 ･水田･藤川編 『社会科学 ドキュメンテーション』丸善,1968年)からも得た｡

凡 例

1 配列は発刊年 ･月順とし,表記は西暦で統一した｡連続論文は初出箇所にまとめて示した｡

2 タイF/レは初出の表記に従い,その後改められた場合にはその旨明記したが,わずかな改訂の場合

は原則としてふれなかった0

3 タイトル中の旧字 (漢字)は新字に改め,カタカナ表記や送りがなはもとのままとした｡また,漢

数字は原則として算用数字に改めた｡

4 巻号は,その間を-イフソでつなぎ,合併号はナカグロを用いた｡

5 関連項目は-のあとに当該文献の数字を用いて指示した｡

6 原則として現物に当たりページ数を記載した｡欠本や貸出中のため確認できなかった文献の末尾に

は,アステリ (*)をつけて区別した｡

7 事典･辞典類の項目および書評 ･紹介などは,原則としてリスト･アップしなかった｡邦訳害の ｢解

説｣類や ｢月報｣などもおおむね省略した｡

8 欧米の研究者の邦訳文献も,体系性を欠くことを憤れ,また将来外国語研究文献目録がわが国で作

製されるさい考慮すべきものと考えて今回は割愛した｡

(なお,事典塀のうち注目すべきものとして,『世界名著大事典』全8巻 (平凡社,1960-62年).
F社会科学大事典』全20巻 (鹿島出版会,1968-71年).F現代マルクス-レーニン主義事典』全3

巻 (社会思想社,1980-82年).『世界伝記大事典』世界編 ･全12巻 (ほるぷ出版,1980年～81年).

F世界大百科事典』全37巻 (平凡社,1981年)などがある)

目 次

Ⅰ ベルソシュタイン (EduardBernstein,1850-1932)邦語文献目録

A ベルンシュタイソ邦訳著書論文目録 (Ⅰ-1-20)

B ベルンシュタイン邦語研究論文目録 (Ⅰ-21-85)

ⅠⅠ カウツキー (KarlJohannKautsky,.1854-1938)邦語文献目録

A カウツキー邦訳著書論文目録 (ⅠⅠ-1-125)
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B カウツキー邦語研究論文 目録 (ⅠⅠ-126-236)

ⅠⅠⅠ ルクセンブルク (RosaLuxemburg,1870od.71-1919)邦語文献 目録

A ルクセ ンブルク邦訳著作 目録 (Ill- 1-163)

a 手紙 (ⅠⅠⅠ- 1-17)

b 演説 (ⅠⅠⅠ-18-34)

C 論文 (ⅠⅠト 35-129)

d パンフレットおよび著書 (lIト 130-163)

B ルクセンブルク邦語研究論文 目録 (lil-164-353)- 以上本号

ⅠⅤ ヒルフアデ ィソグ (RudolfHilferding,1877-1941)邦語文献 目録- F大学院紀要』第9号,所収.
Ⅴ 帝国主義論史 ･方法論関係邦語文献 目録- 以下本誌次号掲載 予定

ⅤⅠ ドイツ社会民主党 ･ドイツ共産党関係邦語文献 目録

VII 〔Ⅰ～ⅠⅤ以外の〕個人別邦語文献 目録

本稿はなにぶんにも個人の仕事であるために,思わぬ見落 としや感違いな どの不備があ りはしない

か と慣れている｡研究者 ･ライブラリアン双方か らの御教示を頂 ければ幸いである｡

l ベル ンシ ュタイ ン邦語文献 且録

A ベルンシュタイン邦訳著書論文 目録

DleVwazLSSetZILllgendesSozialislnLESIEllddieAll/gabendeySozialdemokTlatie,Stuttgart1899.Englishtransl.,

E乙-0ltElioJlaTySocialis77l,NewYork1909.Neue,verbesserteunderg註nzteAusgabe,Stuttgart1920.

1 金T,Si貿之助訳 Fマルクシズム批判j岩波召店,1926年5月 (35,9,3,53,516p.)

2 松下芳男訳 r-"レキシズムの改造｣F世界大思想全集j47,春秋社,1928年10月 (pp.1-309)
3 守田右秋･松下芳男訳 ｢マルキシズムの修正｣r社会思想全集j13,平凡社,1929年11月 (pp.1-372)
4 松井隆一抄訳 ｢恐慌と近代的経折の適応能力｣卜 ルクス恐慌理論J叢文闇,1931年6月 (pp.117-154)
5 松崎敏太郎抄訳 ｢恐慌と近代的経済の適応能力｣F恐慌論｣叢文臥 1935年11月 (pp.117-154)
6 ｢シュトゥットガルト党大会における釈明｣〔初坂-の序文の抄訳〕向坂逸郎編 rマルクスの批判と反批判｣(マルク

ス･エンゲルス選集16),新潮社,1958年3月 (pp.250-254)

7 戸原四郎訳｢社会主義の前提と社会民主党の任務｣F世界大思想全集jlⅠ-15,河出書房新社,1960年1月(pp.1-227)
8 山本統敏他抄訳｢社会主義の諸前提と社会民主党の任務｣F第2インタ-の革命論争1(マルクス主義革命論史2),紀

伊国屋雷店,1975年5月 (pp.47-69)

9 佐瀬昌盛訳 ｢社会主義の諸前出と社会民主主義の任務｣清水幾太郎責任編集 F現代思想｣7,ダイヤモンド社,1974

年2月 (pp.1-289)

Wl'eisllL･isseJlSChaftllcllerSozialis17lZESI710gll'cll.?,Berlin1901.
10 関嘉彦訳･解説 ｢いかにして科学的社会主義は可能であるか｣F改革者1163,1973年10月 (pp.22-32).164,1973

年11月 (pp.32-41)

11 佐搬呂盛訳｢科学的社会主義はいかにして可能か- -ドゥ7ルト･ベルンシュタイ-/の講演｣F現代思想｣7〔-I-

9〕(pp.291-331)

DerReLIL'sllo71islnuSillderSoztlaldelnOkTlall'e,Amsterdam1909.

12 義治隆一訳 F修正派社会主義論j(新人会叢召2),究英聞,1920年10月 (6,4,2,124p.)
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Wl'rtschaftswesenundl仰rlschaftsweTlden,Berlin1920.

13 石浜知行抄訳 ｢経済生活の諸形態｣(1)～(3)｢社会思想j5-ll,1926年11月(pp.40-51).5-12,1926年12月(pp.

34-44).6-2,1927年2月 (pp.38-44,63)

14 松下芳男訳 ｢経済制度と経済発展｣T社会思想全集｣13〔-I-3〕(pp.373-515)

DerSozialismusez'nsEundjetzt.Slreitf7TiqedesSozialismusinVergangenheitlLndGegenwart,Berlin-Stuttgart

1922.

15 上田肇訳 F社会主義の過去及現在一一過去及現在に於ける社会主義の論争問題j日本評論社 (社会文庫22)1936年6

月 (5,1,6,387p.)

DasGb'rlitzerProgyzZmmderSozialdemokylat1-schenPa71eiDezLtSChlands,Berlin1922.

16 高野岩三郎抄訳 ｢独逸社会民主党ギョル リッツ綱領解説 (理論の部)｣F大原社会問題研究所′くソフレッり 2,同人
社,1922年7月 (pp.35-67)

EnfuJicklungsgangeinesSozialislen.Sonde71auSgabeays.･DieVolksztlirLschaflslehylederGegemt･a71inSelbsfdar-

stellungen.Leipzig1924.Leipzig1930.

17 佐瀬昌盛訳 ｢-社会主義者の発展のあゆみ｣F現代思想j7〔-I-9〕(pp.333-401)

DiepolitischenundsozialenProblemederDeutschenRepublik.

18 〔無署名〕｢独逸共和国の政治及社会問題を論ず｣F改造j4-1,1922年1月 (pp.114-128)

DerSoziaZl'smusalssoziologischeEntwicklungslehre.

19 〔無署名〕｢社会学的進化論としての社会主義- 社会主義の論争に関する紹介｣F改造』4-2,1922年2月 (pp.
85-92)

〔原タイ トル名不明〕

20 〔無署名〕｢同盟罷工防遇の方法｣r日本経済新語』〔河上肇編輯 ･発行〕3-1,1908年 4月 (pp.21-22)

B ベル ンシ ュタイン邦語研 究論文 目録

窒伏高信 ｢カウツキーとベルンシュタイソ｣F改造j3-13,1921年書-Iト 126
金原賢之助 ｢ベルンシュタインとマルクス主義｣F三田学会雑誌』16-1,1922年1月 (pp.80-89)
小泉信三 ｢ベルンシュタインのポルシ-ギズム批評｣Ltm F財政経済時制 10-4〔5〕,1923年3月1日(pp.12-16).

10-6,1923年3月15日 (pp.12-16)

24 金原賢之助 ｢労働価値説に対するベルンシュタインの-批評｣F三田学会雑誌j17-10,1923年12月 (pp.169-180)
25 金原賢之助｢修正派社会主義概論- 特に唯物史観及び近世社会の経済的進化に関するベルンシュタインの見解｣F三

田学会雑誌119-5,1925年5月 (pp.69-112)

26 松下芳男 ｢ベルンシュタイ-/の経済形態論｣F日本法改新誌j〔日本大〕22-9-12,1925年'
27 小泉信三 ｢マルクシズムとマルクス修正主義 (近世社会思想大略第18講)｣F財政経済時報｣13112,1926年 9月(pp.

6-16)/ F近世社会思想史大要j岩波書店,1926年11月 (pp.256-281)/ F小泉信三全集j8,文芸春帆

1968年1月 (pp.186-203)-ⅠⅠ-128

28 榎本謙輔 〔波多野鼎〕｢ベルンシュタインの唯物史観修正論の批判｣F社会思想』5-10,1926年10月 (pp.17-37)
29 河合栄治郎 ｢紹介及批評ベルンシュタイ1/の F追放時代iJF経済学論集i〔東京帝大〕5-3,1926年12月 (pp.

251-273)/ F英国社会主義史研究j(河合栄治郎選集 4),日本評論社,1948年2月 (pp-483-506)/ F河倉

栄治郎全集j5,社会思想社,1968年3月 (pp.377-396)

30 波多野鼎 F新カント派社会主義j日本評論社 (社会科学叢書12),1928年事
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31河合栄治郎｢ベルンシュタイソの思い出｣r帝国大学新聞j1933年12月8日●/r学生生活]日本評論社,1935年6月●/
F第-学生生活｣(河合栄治郎選集2)日本評論社,1947年1月(pp.285-294)/r河合栄治郎全集116,社
会思想礼 1968年5月 (pp.235-242)

32河合栄治郎 ｢独逸社会民主党とマルキシズムの修正｣r経済学論集J4-6,1934年6月 (pp.1-79)/r欧州最近
の動向J日本評論社,1934年9月 (pp.48-185)/ F独逸社会民主党史論J(河合栄治郎選集10)日本評論社,

1950年9月(pp.293-412)/F河合栄治郎全集16,社会思想社,1968年4月(pp.47-137)-ⅠⅠ-136,1Ⅰト
188

33 新明正道 F修正派マルクス主義]鱒書房 (社会思想新書7),1947年2月 (156p.)

34 大野英二 ｢改良主義の窮乏化理論｣r経済論叢j〔京都大〕63-3･4,1949年4月 (pp.24-51)/岸本英太良β編 r資
一本主義と貧困｣日本評論新社 (社会科学双喜El14),1957年1月 (pp.1-35)-I1.-142,149

35 平井新 ｢ベルンシュタインの "社会主義の諸前提と社会民主党の任務"｣大河内一男･石上良平 ･平井新･小林珍雄 ･

中村智編 卜7ルクスに代る学説 ･20集｣自由国民社,1950年11月 (pp.155-172)-I-36,37,Iト147

6 久保田明光 ｢修正主義におけるイギリス型とドイツ型｣卜りレタスに代る学説･20割 〔-I-35〕(pp.295-303)
7 宮川実 ｢マルクス主義の基本的な考え方｣rマルクスに代る学説･20集｣〔-Ⅰ-35〕(pp.321-344)-IV-54
8 長坂聡 ｢ベルンシュタインの r金融資本論｣批判をめく･って｣F社会科学研究)〔東京大〕4-4,1954年5月 (pp.
128-134)-→ⅠⅤ一65

39 広田司朗 ｢ベルンシュタインの財政思想｣(1x2)r山口経済学雑誌｣5-11･12,1955年3月 (pp.42-59).611･
2,1955年5月 (pp.39-57)

40 中促毅 ｢修正派マルクス主義と労働組合- ベルンシュタイン主義の批判的考察｣r人文学｣〔同志社大〕19,1955年
8月 (pp.24-71)

41石川準十郎 ｢修正マルクス主義論考- ベル･/シタイソのマルクス主義修正論｣r早稲田政治経済学雑誌｣148,1957
年12月 (pp.65-84)

42 中村建治 ｢相対的窮乏化理論と絶対的窮乏化理論｣向坂逸郎編 Fマルクスの批判と反批判J(マルクス･エンゲルス選

集16)新潮k,1958年3月 (pp.161-178)-Ⅰ-43,II-158,159,1II-211

43 岡茂男 ｢r修正派J論争- 工業における資本主義の発達｣Fマルクスの批判と反批判J〔-I-42〕(pp.255-279)
44 竹内良知 ｢修正主義｣山崎正一･岩崎武雄 ･原佑･末木剛博編 F講座現代の哲学J4(マルクス主義),有斐閣,1958

年6月 (pp.71-105)

5 林陸太郎 ｢修正主義の現代的意義｣F社会思想研究1ll-1,1959年1月 (pp.3-12)
6 市井三郎 ｢漸進主義の再認識- ベルンシュタインの復元をめく･って｣r思想の科学J30,1961年6月 (pp.40-46)
7 宇野弘蔵 ｢修正派ベルンシュタインの主張に対するカウツキーの正統派的反駁について｣r経済学方法論｣(経済学大

系 1),東京大学出版会,1962年2月(pp.65-79)/F宇野弘蔵著作集19,岩波書店,1974年6月(pp.62-76)
-→ⅠⅠ-167

48 熊谷一男 ｢ベルンシュタイン r修正主義論Jの再検討- 帝国主義論史との関連で｣井汲卓一 ･佐藤昇 ･長洲一二 ･

水田洋編r講座現代のイデオロギーj4(現代資本主義とマルクス主義),三一望房,1962年10月(pp.109-146)
49 福田豊 ｢改良主義は何故発生したか- ベルンシュタインと独社会民主党の道｣r社会主義｣134,1962年11月 (pp.

40-47)

50 浅井啓吾 ｢ドイツ社会民主党史研究序説- 世紀転換期における正統主義と修正主義をめく･って｣L[灯Rr経済系｣〔関

東学院大〕57,1963年7月 (pp.42-63).59･60,1964年3月 (pp.53-82)-Ⅰト 168

51戸原四郎 ｢修正主義論争｣退部久蔵 ･大内力 ･玉野井芳郎 ･大島括 ･杉本俊朗 ･三宅義夫編 r資本論講座17(恐慌

資本論以後),青木召店,1964年3月 (pp.273-282)-lV-121

52 水田洋 ｢ヨ-ロツパ社会主義思想におけるマルクス主義の位置- ひとつの試論｣F思想J486,1964年12月 (pp.2
-12)-ⅠⅠ-171

53 清水多吉 ｢修正主義の歴史的狩流｣r季刊社会科学17,経済往来社,1965年5月 (pp.170-179)
54 池上惇｢資本主義経済のr適応能力l理論の発生過程- ベルンシュタインとp-ザの論争によせて｣r経済論叢196-

4,1965年10月 (pp.48-63)-ⅠⅠト 240
55 広田司朗｢団結の理想と分裂の現実｣河野健二編卜りレクスと社会主義者｣(思想の歴史9),平凡社,1966年1月(pp.

327-372)-ⅠⅠ-174,ⅠⅠⅠ-242
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56 水田洋｢ベルンシュタインとカウツキ-Jrマルクス主義入門l光文社,1966年2月/社会思想社(現代教養文庫712),
1971年2月 (pp.84-102)-ⅠⅠ-175

57 清水幾太郎 ｢社会主義老たち｣F現代思想｣上,岩波全書266,1966年4月 (pp.66-100)
58 浅井啓吾｢第1次ロシア革命とドイツ社会民主党- 正統派と修正派のロシア革命論｣F経済系169,1966年6月(pp.

91-98)-ⅠⅠ-176

59 西川正雄 ｢ドイツ第2帝政における社会民主党- F修正主義論争Jの背景｣日本政治学会編 F年報政治学 西欧世界
と社会主義J,岩波書店,1966年9月 (pp.55-88)-ⅠⅠ-177

0 美馬孝人 ｢ベルンシュタイン論争と窮乏化理論｣F北大経済学j10,1966年11月 (pp.82-121)-II-180
1 長坂聡 ｢ベルンシュクイソと修正主義の背景｣r唯物史観J4,1967年4月 (pp.13ト 140)
2 久松俊一｢ベルンシュタイン社会経済思想の生成- F修正主義)の形成過程(I)｣r経済論叢199-5,1967年5月(pp.

58-77)

上林貞治郎 ｢F資本論｣と修正主義 ｢理論｣｣F経済137,1967年5月 (pp.231-250)-I1-181,IV-137
久松俊一 ｢ベルソンュタイソの社会観- r修正主義｣の形成過程(2)｣F経済論叢j100-1,1967年7月(pp.39-58)
古沢友吉 ｢r資本論j論争の導火線- ベルンシュタイン-カウツキー論争｣越村信三郎･石原忠男･古沢友吉編 F資

本論の展開- 批判 ･反批判の系譜j同文館,1967年12月 (pp.23-42)-Ⅰト 183,Ill-257

66 伊藤定良 ｢1910年におけるドイツ社会民主党の党内抗争｣r歴史学研究』371,1971年4月 (pp. I-19)-ⅠⅠ-192,
ⅠⅠⅠ-286

67 東中野修｢ドイツ社会民主党と修正主義論争- 改革と革命の問題｣F鹿大史学J19,1971年12月(pp.59-75)-II-
193,ⅠⅠⅠ-290

68 倉田稔｢r金融資本論｣の成立- ヒル77ディソグのベルンシュタイン修正主義批判｣F思想1585,1973年3月 (pp.
105-126)/r金融資本論の成立｣青木書店,1975年7月 (第1章)-IV-188

69 村山高康 ｢ベルンシュタイン思想の再検討｣F労調時報j627,1973年4月●
70 関嘉彦 ｢ベルンシュタイソとイギ.)ス思想｣F現代思想j7(月報)〔-Ⅰ-9〕1974年2月 (pp. 1-3)- Ⅰ-71,

Ⅰ-72

正村公宏 ｢マルクス主義における科学と信仰｣〔-I-70〕(pp. 4-7)

村瀬興雄 ｢ベルンシュタインの晩年と社会民主主義｣〔-Ⅰ-70〕(pp. 7-10)

福留久大 ｢イーヴリングとベルソシュタイソ-r賃銀.価格および利潤』の序文を巡って｣F経済学研究1〔九州大〕
40-3,1974年10月 (pp.109-125)

74 升味準之輔 ｢ソレル･ベルンシュタイン･ルクセンブルク- ユートピアと権力 (その2)｣F法学会雑誌｣〔東京都立
大〕16-1,1975年8月 (pp.77-184)-ⅠⅠⅠ-320

75 松岡利通 ｢帝国主義論の学説史的研究- ドイツ社会民主党を中心に｣F経済学史学会年報｣13,1975年11月 (pp. 1
-12)-1Ⅰ-212,ⅠⅠト325,IV-214

76 市原健志 ｢SPDの資本主義の発展段階認識と対外政策- 19世紀末 r修正主義論争』の帝国主義論史上における意
義についての一考察｣F商学論纂j〔中央大〕1811,1976年5月 (pp.43-79)-II1214

77 関嘉彦 ｢ベルンシュタインの英国生活｣し耶 F同盟｣222,1977年1月 (pp.29-36).223,1977年2月 (pp.31-39)

78 淡路憲治 ｢F崩壊剤 とベルンシュタイン- 晩年のエンゲルスとべ′t,//シュタイン｣入江節次郎･星野中編 F帝国主

義研究jII,御茶の水書房,1977年3月 (pp.91-137)-II1220,III-329,IV1234

79 加藤誠一 ･渡辺俊三 ｢ E .ベルソシュタイソを中心とする修正主義論争の再検討- 中小企業の存続要因にかんする

視角からの一考察｣r経営経済j〔大阪経済大〕13,1977年3月 (pp. 1-17)
8t) 相田慎一 ｢修正主義論争- いわゆる崩壊理論をめぐって｣古沢友吉編 F講座経済学史j4(マルクス経済学の発展),

同文館,1977年4月 (pp.45-67)-ⅠⅠ-221,11ト330,IV-237
81 LLl本暗義 ｢ベルンシュタイン主義と新カント主義｣(1x2)r大阪経大論集j126,1978年11月 (pp.84-100).127･128,

1979年3月 (pp.311-323)

82 関嘉彦 ｢ベルンシュタイソと民主社会主義｣(1)～(18)F革新J100,1978年11月 (pp.90-103)～118,1980年5月 (pp.
194-202)

83 渡部恒夫 ｢社会政策論とローザ ･ルクセンブルクによるベルンシュタイ-/理論の批判｣(1x2)F鹿児島経大論集1211
1,1980年4月 (pp.1-21).21-2,1980年7月 (pp.31-58)-ⅠⅠト 346
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84 関嘉彦 Fベルンシュタインと修正主義j早稲田大学出版弧 1980年10月 (viH,264,14p.)

85 福岡利裕｢ドイツ社会民主党における修正主義論争｣F西洋史学J122,1981年11月(pp.1-20)-Ⅰト 236,11ト351

11 カウツキー邦語文献日銀

A カウツキー邦訳著作論文日録

涼配列および原タイトルの表記は,W.Blumenberg,KayIKalLtS如 Iife71arischesWerkを参考にし,原タイトル末尾に

その通しナンバーを付けた｡

DieEntstehungdesChristenthums,NZ,3.Jg.,1885,S.481･99,529-45.[351]

1 喜多野清一訳 ｢基督教の成立｣岩波文鼠 1929年12月 (pp.47-115)

･DasElendderPhilosophic"und-DasKapital",NZ,4.Jg"1886,S.7-19,49158,117･29,157･65.[381]

2 赤松五百暦抄訳 ｢マルクス資本論第2巻略解｣(1x2)r我等j8-3,1926年3月 (pp.67-77).8-4,1926年4月
(pp.61-75)

KarlMa77C'b'konoJm'sclleLeh71en,Stuttgart1887.〔417〕

3 高畠素之抄訳 ｢資本論解説｣r新社会j3-6,1917年2月 (pp.47-55)～●
4 高畠素之訳 Fマルクス資本論解説｣売文社出版部,1919年5月 (41,12,462p.)

5 高畠素之訳 ト ルクス資本論解説｣三田書房,1919年5月 (41,12,462p.)

6 高畠素之訳 Fマルクス資本論解説J大鎧聞,1921年■

7 高畠素之訳 r改訂資本論解説｣而立社,1924年7月 (22,15,426p.)

8 高畠素之訳 f改訳資本論解説jアテネ書院,1925年6月 (22,15,426p.)

9 石川準十郎訳述 Fマルクス経済学入門j新潮社 (社会哲学新学説大系9),1925年7月 (3,8,236p,)

1D 高畠素之訳 F改訳資本論解説｣改造社,1927年3月 (17,10,308p.)

11 佐多忠隆訳 F新版資本論解説』改造社,1932年10月 (15,7,397p.)

12 大里伝平訳 r資本論解説j岩波文庫,1933年11月 (369p.)

13 佐藤栄訳 F資本論解説｣彰考書院新社,1946年10月 (1,14,6,402p.)

FriedrichEngels,Ostery.eicJliscIlerArbeiter-KalenderPL'rdasJahr1888,Briinn1887,S.29-47.(2)DerSozhTlde-

wl0ky.al,ZurichNr.45-50./FriedrichEngeb.Sel'llLeben,seinWi戊en,sei71eSchrlften,Berlin1908.(44S.)〔437,615,

1014〕

14 堺利彦 ･山川均抄訳 ｢ェソゲルス伝｣Fマルクス伝 附エンゲルス伝｣大鎧閣 (レッド･カヴア叢書1),1920年1月
(付録pp.1-28)

15 大内兵衛訳 ｢フリードリッヒ･エンゲルス｣(1ト(3日我等J8-3,1926年3月 (pp.52-58).8-4,1926年4月

(pp.43-60).8-5,1926年5月 (pp.41-56)

16 大内兵衛訳 ｢フリードリッヒ･エンゲルス 彼の生涯,彼の活動,彼の著作｣櫛田民蔵 ･大内兵衛訳 rマルクス･エ

ンゲルス評伝j同人祉 (我等叢書 1),1926年7月 (pp.91-175)

TJLOfluZSMoTleEE1ldsei71eUtoZIie.Niteiner/lisloriscJlenEinleitlEng,Stuttgart1888.6.Aufl.,Berlin1926.〔454〕

17 高橋正男訳 Fトマズ･モー7とそのユウトビ71繁共闘,1928年5月●

18 渡辺義晴訳 Fトーマス･モー7のそのユ-トビ7J東京教育召林,1957年10月 (9,366,6p.)

19 渡辺義晴訳 Fトマス･モアとユートビ71法政大学出版局,1969年10月 (393,9p.)
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DieKhzssengegensHtzezJon1789,Stuttgart1889.2.Aufl.DieKlassengegensutzeimZez'talterderFrlnZb'sischen

Revolution.Stuttgart1908.[483,1016]

20 宗道太訳 r7ラ-/ス革命時代に於ける階級対立j叢文閤 (マルクス主義名著叢書3),1928年9月 (1,5,115p.)

21 マ′レタス書房編輯部抄訳 ｢サンキュロット派｣rマルクス学教科割 5,マルクス書房,1929年4月 (pp.90-104)
22 日高明三訳 Fフラソス革命時代の階級対立jアカギ書房,1946年10月 (127p.)

23 堀江英一 ･山口和男訳 Fフランス革命時代における階級対立｣岩波文庫,1954年5月 (145p.)

D2SEduyierP710g772mminseinemgnLndsd'tzlzlchenTelle71d'ute71,Stuttgart1892.5.AufZ.,Stuttgart1904.〔551〕

24 河上蛮抄訳 ｢社会主義と各種階級の人々｣(1x2)r社会問題研究1ll,1919年12月 (pp.23-32).13,1920年3月 (pp.
17-27)

三輪寿壮訳 r社会民主党綱領- エルフル ト綱鼠ヨ大鎧聞,1923年2月 (2,21,5,359p.)

三輪寿壮訳 r社会民主党綱領解説- エルフル ト綱領J弘文堂 (社会思想叢書3),1925年6月 (4,28,6,457p.)

三輪寿壮訳 F社会民主党綱領解説 (エルフル ト綱領)j而立社,1925年'

マルクス書房編輯部抄訳 ｢小生産の滅亡｣Fマルクス学教科書j1,1927年●
マルクス書房編輯部抄訳 ｢ルソペソプロレタリアート｣Fマルクス学教科割 4,1929年4月 (pp.89-92)
赤松克麿訳 ｢エルフル ト綱領｣F社会思想全剰 12,平凡虹 1929年8月 (pp.1-280)-Iト 65,102,106
三輪寿壮訳 rエルフル ト綱領解説J改造文庫 1-105,1930年9月 〔覆刻版,1977年〕(295p.)

都留大治郎訳 ｢ェルフル ト綱領解説｣｢世界大思想全集j2-14,河出書房,1955年9月 (pp.1-167)-ⅠⅠ-83,
115

DieVorld'uJerdesNeuerenSozkllismus,Stuttgart1895.2.Auf1,,1909.〔614〕

33 マルクス書房編輯部抄訳 ｢原始基督教の共産主義｣Fマルクス学教科書j5,1929年4月 (pp.7-17)/同抄訳 ｢グ
ッシストの戦争｣(pp.29-40)

34 栗原佑訳 r中世の共産主義｣法政大学出版局,1980年7月 (Xvii,360,xiiip.)

DieIntelligenzunddieSozialdemokratie,NZ,13.Jg.,2,Bd.,1895,S.10･16,43-49,74180.[622]

35 鳥海篤助訳 ｢インテリゲソチャ論｣向坂逸郎･鳥海篤助訳 Fインテリゲンチャ- その特質とその将来』大衆公論社,

1930年6月 (pp.1-52)/初出 :(抄訳)F社会科学j4-3,1928年11月■

DiematerialistischeGeschichtsauffassungundderpsychologischeAntrieb,NZ,14.Jg.,2.Bd.,1896,S.652-59.

〔643〕

36 マルクス書房編輯部抄訳 ｢自然一人問生体一社会｣rマルクス学教科割 3,1928年10月 (pp.162-163)

KonsILmVerdneundAylbeite71be比,egung,Wien1897.〔649〕

37 村山垂忠訳 F消費組合と労働運動J章文聞,1928年4月 (1,2,57p.)

WaswillundkanndiematerialistischeGeschichtsauffassungleisten?,NZ,15.Jg.,1.Bd.,1897,S.213-18,228-

38,260･71.〔653〕

38 マルクス書房編輯部抄訳 ｢技術の発達｣Fマルクス学教科割 3,1928年10月 (pp.139-142)
39 同抄訳 ｢社会に於ける個人の役割｣Fマルクス学教科割 6,1929年6月 (pp.180-188)

AltereundneuereKolonialpolitik,NZ,16.Jg.,1.Bd"1898,S.769-81,801-16.[675]

40 入江節次郎 ･中川活訳 ｢新旧植民地政策｣(1x2)F経済学論叢j〔同志社大〕25-1･2,1976年12月 (pp.88-113)_

25-3･4,1977年4月 (pp.199-234)

DieAg712が71age.EineUbeTSichtiEberdz'eTendenzendermodemenLandlLli7,tscJlaffZmddieAg71771'olt'tz'kder

Sozialdemok71afie,Stuttgart1899.〔687〕
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河西 〔太一郎〕抄訳 ｢社会主義と農業小経営｣r社会思想14-12,1925年12月 (pp.40-48)
河西 〔太一郎〕抄訳 ｢マルクス主義的農業問題研究方法｣r社会科学j3-1,1927年 1月 (pp.238-242)
平田良衛抄訳 ｢近代農業の資本主義的特質｣同訳編 rマルクス主義地代論- 附土地価格J共射乳 1930年6月(pp.

1-71)

44 プロレタリア科学研究所･農業問題研究全訳 r農業問題j全3冊,鉄塔書院,uj1931年5月(8,2,216p.).榊1931

年9月 (2,217-501p.)円1933年3月●

45 向坂逸郎訳 r農業経済学J中央公論社,1932年12月 (3,7,7,734p.)

46 向坂逸郎訳r農業問題一一近代的農業の諸傾向の概観と社会民主党の農業政策｣岩波文庫,1946年10月(395p.).1946

*12月 (368,14p.)

47 山崎春成 ･崎山耕作訳 F農業問題日 1)国民文鼠 1955年 7月 (377p.)

BernsteinunddossozhlldemokmEischeP710grlmm.EineAnti-Kritik,Stuttgart1899.〔688〕

8 安部浩訳述 rマルキシズムの擁護J新潮社 (マルクス思想叢書8),1927年 1月 (3,2,346p.)

9 山川均訳 ｢マルキシズム修正の駁論｣r世界大思想全集j47,春秋社,1928年10月 (pp.1-291)
o 松井隆一抄訳 ｢恐慌理論｣rマルクス恐慌理論j蒙文軌 1931年6月 (pp.173-208)-I1-59,88
1 松崎敏太郎抄訳 ｢恐慌理論｣r恐慌論｣叢文関,1935年11月 (pp.173-208)-1Ⅰ-60,89

Handebpolitl'kundSozklldemok71aEl'e.Poz･lLILYTleDaysfellungderhandebpolilischenStyleilfy'agen,Berlin1901.2.

umgearbeiteteAufl.,Berlin1911.〔739〕

52 柴田固弘訳｢貿易政策と社会民主主義｣r金沢大学法文学部論集119,1973年8月(pp.87-126).24,1978年2月(pp.
99-166)

AkademikerundProletarier,NZ,19.Jg,2.Bd.,1901,S.89191.[754]

53 向坂逸郎訳 ｢学識者とプロレタt)7｣iイソテt)ゲソチャ】〔-11135〕(pp.53-63)

DiesozialeReuolution,Berlin1902.2.Auf1.,1907.〔778〕

4 マルクス書房編輯部抄訳 ｢階級的対立の緩和｣rマルクス学教科書11,1927年'
5 松本信夫訳 ｢社会革命論｣r社会革命論｣白揚社,1928年7月 (pp.3-221)
6 マルクス書房編輯部抄訳 ｢新･旧の中間階級｣rマルクス学教科割 4,1929年4月 (pp.92-101)/｢社会革命の概

念｣(pp.137-140)

57 同抄訳 ｢進化と革命｣rマルクス学教科割 7,1929年9月 (pp.46-53)
58 同抄訳 ｢未来の超人｣rマルクス学教科書19,1929年10月 (pp.51-53)

Krisentheorien,NZ,20.Jg.,2.Bd"1902,S.37･47,76181,110118,133･43.[792]

59 松井隆一訳 ｢恐慌諸理論｣rマルクス恐慌理論｣〔-ⅠⅠ-50〕(pp.1-88)
60 松崎敏太郎訳 ｢恐慌諸理論｣｢恐慌論j〔-II-51〕(pp.1-88)

AllerhandRevolution註res,NZ,22.Jg.,1.Bd.,1904,S.588-98,620-27,652-57,685-95,732-40.〔850〕

61 山本統敏他抄訳 ｢革命のさまざまな可能性｣r第2インタ-の革命論争J(マルクス主義革命論史2),紀伊国屋書店,
1975年5月 (pp.156-163)-ⅠⅠ-68,84,86

EtllikundmaterhllistischeGeschichtsalLHassung.Ez'nVey.such,Stuttgart1906.〔930〕

62 堺利彦抄訳 ｢唯物論の倫理｣(1)～(4)｢進化論の倫理｣｢マルクス派の倫理｣(1)～(3)｢社会的本能有効の範囲｣｢道徳律
の由来｣r新仏数j13-1-13-12,1912年 1月 (pp.26-32)～1912年12月 (pp.1193-1203)

63 堺利彦訳 r社会主義倫理学J丙午出版社,1913年 1月 (5,4,8,3.274p.)

64 由利英一訳 r倫理と唯物史観｣共生聞,1928年3月 (14,3,208p.)

65 堺利彦訳 ｢倫理と唯物史観｣r社会思想全集j12〔-1Ⅰ-30〕(pp.511-668)
66 堺利彦訳 r倫理と唯物史観]改造文庫 1-76,1930年7月 (176p.)
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67 堺利彦訳 r倫理と唯物史観1彰考書院,1947年5月 (8,198p.)

TriebkrがteundAussichtenderrussischenRevolution,NZ,25.Jg.,1.Bd.,1907,S.284190,324133.〔979〕

68 山本統敏他訳 ｢ロシア革命の推進力と展望｣F第2インターの革命論争i〔-II-61〕(pp.329-343)

SozialismusundKolonialpolitik,Berlin1907.[971]

69 細川嘉六抄訳 ｢社会主義と植民政策｣F大原社会問題研究所雑誌12-1,1924年4月 (pp.383-403)

DerUT*YungdesChn'stentums.EinehislorischeUntersILChung,Stuttgart1908.〔1013〕

近藤宗男訳 r基督教の起原j全2冊,啓明社,uj1928年3月 (2,3,300p.)rfll928年6月 (3,301-646p.)

マルクス書房編輯部抄訳 ｢マルクス主義歴史観の客観主義｣Fマルクス学教科割 4,1929年4月 (pp.60-66)
同抄訳 ｢イスラエルの階級闘争｣rマルクス学教科書｣5,1929年4月 (pp.3-7)
同抄訳 ｢商業と哲学｣Fマルクス学教科割 6,1929年6月 (pp.86-96)
近藤宗男訳 r基督教の発生と古代無産階級1社会評論社,1929年11月●

栗原佑訳 Fキリスト教の起源 歴史的研究1法政大学出版局,1975年8月 (vi芯,516,vi'dp.)

Dieht'storischeLel'stungvowKarlMan.ZILm25.TodesJ喝･edesMeisters,Berlin1908.2.Aufl.,Berlin1919.

〔1015〕

76 楠田民蔵訳｢文化史上のマルクス｣(1)～(7)｢マルクス派社会主義の思想的背景｣r我等j1-13,1919年11月(pp.54-58)

～2-7,1920年7月 (pp.45-54)

鷲野草太郎抄訳 ｢マルクスの歴史的貢献｣F局外J3,1923年7月'
楠田民蔵訳 ｢カール･マルクスの歴史的貢献｣Tマルクス･エンゲルス評伝j〔-Iト 16〕(pp.1-90)
マルクス書房編輯部抄訳｢イギリス経済学,フランス革命及びドイツ哲学のシソテーゼとしてのマルキシズム｣Fてル
クス学教科割 3,1928年10月 (pp.33-42)

的 同抄訳 ｢社会主義の理論とプロレタリア闘争｣Fマルクス学教科書j2,1928年11月暮
81 同抄訳 ｢科学の発展におけるマルクス主義の任務｣Fマルクス学教科書j9,1929年10月 (pp.3-16)/ ｢綜合とし

てのマルクス主義｣(pp.49-51)

DerVegzurMachE･PolitischeBetrachtlEngenl･L･berdasHineimt,GChsenindieReuolt'fion,Berlin1909.2.Auf1.,

1910.3.Auf1.,1920.〔1052〕

82 松本信夫訳 ｢権力-の途- ××-の生長に関する政治的考察｣r社会革命制 〔-Ⅰト 55〕(pp.223-407)
83 奥田八二訳｢権力-の道- 革命への熟成に関する政治的考察｣F世界大思想全剰 2-14〔-Ⅰト 32〕(pp.169-271)
84 山本統敏他抄訳 ｢権力-の道｣F第2インターの革命論判 〔-II-61〕(pp.456-468)

VmnehnLngundEntwicklunginNatlLrundGesellschaft,Stuttgart1910.〔1115〕

85 松下芳男訳述 FlTルキシズムの人口剰 新潮社 (マルクス思想叢書5),1927年7月 (2,2,362p.)

Wasnun?,NZ,28.Jg.,2.Bd.,1910,S.33-40,68-80.日125]

86 山本統敏他訳 ｢いまや何を｣隠 2インターの革命論判 〔-Ⅰト 61〕(pp.360-380)

FinanzkapitalundKrisen,NZ,29Jgり1.Bdり1911,S.764172,797-804,838-46,874-83.〔1144〕

87 笠信太郎訳 F金融資本と恐慌- ヒルフアディソグ ｢金融資本論｣批判 叢文聞,1927年6月 (2,88p.)

88 松井隆一抄訳 ｢恐慌｣Fマルクス恐慌理剃 〔-Iト 50〕(pp.209-266)
89 松崎敏太郎抄訳 ｢恐慌｣r恐慌削 〔-Iト 51〕(pp.209-266)

Gold,PapierundWare,NZ,30.Jg,,1.Bd.,1912,S.837-47,886-93.〔1182〕

gO 笠信太郎訳｢金,貨幣及び商品｣r金と物価- 一貨幣価値論判 同人社(我等叢書別冊2),1927年8月(pp.63-122)
91 向坂逸郎訳 ｢金,貨幣及び商品｣向坂逸郎･岡崎次郎訳 F貨幣制 改造社,1934年4月 (pp.217-267)-II193,

100
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DieWandllLngenderGoldp710dlLkllonundderれ･eCJlSelndeCharakterderTeuenLng,Stuttgart1913.Austin

LewiS(tr.),TJlehl'ghcosto/living.CJlangeSingold-P71Dduclionandther氏einpTica,Chicago1915.〔1207〕

92 市川正一訳 ｢資本主義と物価問題｣F資本主義と物価問題J早稲田春文杜,1924年6月 (pp,1-150)
93 岡崎次郎訳 ｢金生産と物価騰貴｣r貨幣論｣〔-II191〕(pp.113-215)

Derlmperialismus,NZ,32.Jg"2.Bd.,1914,S.908-22.[1265]

94 波多野真訳 ｢帝国主義｣r帝国主義論J創元文取 1953年11月 (pp.5-35)-Ⅰト 97,98
95 波多野英訳 ｢カウツキーの帝国主義論｣F武蔵大学論集113-5,1966年1月 (pp.157-180)
96 T.Ⅰ.抄訳 ｢超帝国主義論｣r社会主義政治経済研究所研究資料｣14-4,1970年4月 (pp.28-34)

ZweiSchriftenzumUmlernen,NZ,33.Jgリ2.Bd.,1915,S.33-42,71181,107116,138･46.〔1292〕

97 波多野真抄訳 ｢-イソ.)ッヒ･クノーの帝国主義論批判｣F帝国主義論｣〔-ⅠⅠ-94〕(pp.37-80)

DerimperialistischeKrieg,NZ,35.Jg.,I.Bd.,1917,S.449-54,475-87.[1389]

98 波多野真訳 ｢帝国主義戦争｣r帝国主義論｣〔-I1-94〕(pp.81-117)

SozialdemokratiscjleBeme71klLngenZILrEibergangswirtscha/(,Leipzig1918.〔1429〕

99 高村雪夫抄訳 Fマルクス主義貨幣論｣労農告房,1933年●

100 山田秀抄訳 ｢貨幣概論｣F貨幣論J〔-I1-91〕(pp.1-112)

Demokyatl'eoderDiklatzLr,Berlin1918.〔1430〕

101 高木友三郎抄訳 ｢民主制乎独裁制乎｣F批評｣17,1920年7月暮
川2 赤松克暦訳 ｢民主主義か独裁主義か｣F社会思想全集112〔-Ⅰト 30〕(pp.281-390)

DieDiktallErdesP710lelan'ats,Wien1918.H.J.Stenning(tr.),TllediclaforshipoftilePyuletarhll,London1920.

〔1431〕

103 山川均抄訳 ･註解 ･批評 ｢カウツキーの労農政治反対論｣F社会主義研究｣3-2,1921年3月 (pp.46-66)
104 来原慶助訳補 F民主政治と独裁政治l広文館,1921年3月 (10,7,213p.)

DieSozhZlisienLngderLandzt･i71schaft,Berlin1919.〔1462〕

105 河西太一郎訳 ｢農業社会化論｣F農業の社会化Jアルス,1923年6月 (pp.1-122)/ F農業の社会化 (改訂版))同
人社,1925年6月 (pp.1-140)

106 笠置進訳 ｢農業理論｣F社会思想全集｣12〔-ⅠⅠ-30〕(pp.391-510)

WasisESozkllisierungP.1919●〔1463〕

1m 〔無署名〕｢社会化とは何か｣(1ト(4)｢世界週報J27-34,1946年10月15日(pp.49-50).27-36,1946年11月15日
(pp.23-25).27-37,1946年12月1日 (pp.26-27).27-38,1946年12月15日 (pp.22-23)

DemokratieundDemokratie,DerKのJ喰/:13.Jgリ1920,S.209･14.〔1496〕

108 高畠素之訳 ｢社会主義とデモクラシイ｣F解放｣4-2,1922年2月 (pp.62-73)

EineSchrifttiberdenBolschewismus,DerKamAf13.Jg.,1920,S.260-65.〔1497〕

109 高畠素之訳 ｢階級独裁と政党独裁｣r解放j413,1922年3月 (pp.2-19)

WeristeinArbeiter?,DerKamjZj:13.Jgリ1920,S.443-50.〔1499〕

110 高畠素之訳 ｢労働者とは誰か?一一普通選挙と労働者選挙｣r解放｣4-6,1922年5月 (pp.2-16)
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RosaLuxemburg,KarlLiebknecht,LeoJogiches.IhyeBedelLlungfiirdl'edeutscheSozhlldemokratie.EineSkizze,

Berlin1921.〔1515〕

111 高村浪夫抄訳 ｢.,-ザ･ルクセンブルク- 彼女の独逸社会民主党に対する意義｣Fロ-ザ ･ルクセソブルグJ弘文
堂,1927年7月 (pp.62-78)

DiepylOletan'scheRevolutionundz'hrP710grlmm,Berlin-Stuttgart1922.Englischiibers.,London-NewYork

1925.〔1533〕

112 高橋正男訳 F無産階級革命とその綱筑】金星堂,1927年10月 (13,5,459p.)

Wilhelm II.,gezeichnetvonBismarck,ATlbeiEer-Zeitung,Nr_50,52,1922.〔1546〕
u

113 〔無署名〕｢ビスマ-クの見たるヰル-ルム二世｣r改造j4-3,1922年3月 (pp.117-126)

DieMaTXSCheShZatSalLHassungimSpiegelbildeinesMaTXistenbeleuchtet,Jena1923.〔1562〕

114 〔無署名〕抄訳 ｢マルクスの国家観｣F社会科学12-6,1926年6月 (pp.110-119)

〔Selbstbiographie〕･Dl'eVolksuJirlschafisleh71ederGegemLlartinSelbstdwstellungen,Leipzig1924.〔1580〕

115 玉野井芳郎訳 ｢自伝｣r世界大思想全集12-14〔-ⅠⅠ-32〕(pp.273-303)

EduardBemsteinzuseinemf臼nfundsiebzigstenGeburtstag,DieGesellschaft,2.Jg.,1.Heft,1925,S.1･22.

〔1606〕

116 〔無署名〕｢七十五回の誕辰を迎ふる-ドワルド･ベルンシタイソ｣F社会政策時報j56,1925年5月(pp.198-219)
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218 田中優 ｢くカウツキ-主義)に関する一考察｣r史学研究l〔広島大〕128,1975年9月 (pp.20-40)

211 枝川洋 ｢カウツキ-の農業 ･農民理論の性格について- r農業問題j(1899年)における社会化論の意義｣r茨城大

学農学部学術報告｣23,1975年10月 (pp.131-143)

松岡利道 ｢帝国主義論の学説史的研究- ドイツ社会民主党を中心に｣1975年11月 〔-Ⅰ一75〕

奥泉活 ｢F超帝国主義｣と国家｣原田三郎編 r資本主義と国家｣ ミネルヴァ書房,1975年12月 (pp.161-178)

市原健志 ｢SPDの資本主義の発展段階認識と対外政策- 19世紀末 r修正主義論争)の帝国主義論史上における意

義についての一考察｣1976年5月 〔-I-76〕

215 保住敏彦 ｢帝国主義論争におけるカウツキーとヒル77ディソグ｣r経済理論学会年報113(現代資本主義と恐慌),

青木書店,1976年7月 (pp.187-196)-lV-223

-196-



216 柳原太郎 ｢クノ-とカウツキーの国家論争- 国家と社会の問題に関連して｣r紀要j〔奈良文化女子短大〕7,1976

*11月 (pp.25-40)I

217 市原健志 ｢カウツキーとヒルフアディソグ帝国主義論の相違について- 1900年代初頭の関税政策論を中心にして｣

r商学論纂j18-4,1976年11月 (pp.47-85)-IV-229

218 保住敏彦｢帝国主義論史におけるカウツキー- 1901-1909年期の理論の特徴と限界｣F愛知大学30周年記念論文集j

(経済編),1976年11月 (pp.61-90)

山本秀行 ｢アントソ･バネクークとカール ･カウツキー｣F思想J633,1977年3月 (pp.103-124)

保住敏彦 ｢帝国主義論争におけるカウツキー｣r帝国主義研究｣ⅠⅠ,1977年3月 〔-Ⅰ-78〕(pp.319-348)

相田慎一 ｢帝国主義発達小史- 帝国主義認識の発酵期を中心に｣F講座経済学史J4,1977年4月〔-I-80〕(pp.

21-44)

横川洋 ｢カウツキー F農業問題jにおける理論と政策｣r茨城大学農学部学術報告125,1977年10月 (pp.115-183)

大和田寛 ｢カウツキーの小農把握について｣r東北大学農学研究所報告129-1･2,1978年3月 (pp.77-90)

伊藤定良 ｢第2インタナショナルと国家問題- 第 1次世界大戦前におけるカール･カウツキーとドイツ社会民主党

を中心に｣天野和夫 ･片岡月 ･長谷川正安 ･藤田勇 ･渡辺洋三編 Fマルクス主義法学講座12,日本評論社,

1978年6月 (pp.107-126)

225 久間清俊 ｢K.カウツキーの帝国主義認識→ 再生産と世界市場論｣F鹿児島経大論集j19-3,1978年12月 (pp.1

-25)

226 市原健志 ｢ドイツ社会民主党(SPD)内の政治的大衆ストライキ論争(1トーー修正主義論争までの時期を中心にして｣

｢商学論纂J20-5,1979年1月 (pp.31-80)

227 市原健志 ｢ドイツ社会民主党 (SPD)内の政治的大衆ストライキ論争(2ー 修正主義論争からロシア革命 (1905年)

までの時期を中心にして｣r商学論纂｣20-6,1979年 3月 (pp.33-86)

228 山本佐門 ｢2つの大戦の問のカール･カウッキー- そのポリシェビズム･ファシズム観を中心に｣F北大法学論集｣

29-3･4,1979年3月 (pp.331-358)/ rドイツ社会民主党とカウツキーj〔-II-184〕(pp.278-305)

229 田中良明 ｢カウツキ-の通商政策論｣r経済学雑誌j8012,1979年7月 (pp.36-52)

230 石川勝径 ｢固定資本と周期的恐慌- カウツキー盾環論によせて｣r大樟論叢j〔大阪経済大･大学院〕41,1979年12

月 (pp.67-81)

231 相田慎一 ｢帝国主義の成立とマルクス経済学｣佐藤金三郎編 F基礎経済学大系12(マルクス経済学),青林書院新

社,1980年7月 (pp.303-331)

32 石川勝径｢カウツキー窮乏化論によせて- 小泉氏所説を中心として｣F大阪経大論集』137,1980年9月(pp.27-44)

33 相田慎一 ｢カウツキI F帝国主義論j研究動向｣F経済学史学会年報118,1980年11月 (pp.1-6)-IV-290

34 山本佐門 rドイツ社会民主党とカウツキーj北海道大学図書刊行会,1981年1月 (vih 360,27p.)-Iト 184,190,

228

235 久問清俊 ｢K.カウツキーの超帝国主義論- 民主主義,社会主義論を中心として｣上,F鹿児島経大論集』22-1,

1981年4月 (pp.23-40)

236 福岡利裕 ｢ドイツ社会民主党における修正主義論争｣1981年11月 〔-Ⅰ-85〕

‖ ルクセンブルク邦語文献日赤

A ルクセソプルク邦訳著作目録

※配列および原タイトルの表記は,J.P.Nettl,RosaLuxembzEY.gの巻末目録を参考にし,原タイトル末尾にその通し

ナソバーを付けた｡

a 手放
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Bn'ejTeausde7nGe/d'ngnis,Berlin1920.〔l〕
1 山川菊栄抄訳｢ローザの獄中よりの吉翰｣Tリープクネヒトとルクセソブルグjインタナショナル社(水曜会バンフレッ

ト6),1921年10月 (pp.24-28)

井口孝親訳 rローザ ･ルク七ソプルグの手紙及びその生涯｣同人札 1925年7月 (5,6,3,4,215p.)

山川菊栄抄訳 ｢ローザの獄中よりの吉翰｣rリーブクネヒトとルクゼソプルグ｣上西書店,1925年12月 (pp.65-69)
堺真柄編 F.]ザの手紙- ロザ･ルクセンブルクの獄中消息｣無産社 (無産社′くソフL,ット8),1926年1月 (32p.)

秋元寿忠夫訳 r獄中からの手軌j世界文学札 1952年5月 (165p.)

北郷隆五訳 rローザ ･ルクセンブルクの手紙- ゾフィー･リープクネヒト-｣青木文鼠 1952年11月 (122p.)

孝橋正一訳 rp-ザの手紙J婦人民主クラブ,1964年8月 (113p.)

孝橋正一訳 ｢獄中よりゾフイ･I)-プクネヒトあて｣rt'-ザ･ルクセソプルク 思想･行動 ･手紙J勤草書房,1969
年11月 (pp.165-237)-lil-13

9 秋元寿忠夫訳 ｢獄中からの手紙｣岩波文鼠 1982年5月 (138p.)

Bn'ejTeanKarlundLILiseKalLtS砂 (1896-1918),Berlin1923.LouisP.Lochner(tr.),LeitentoKarlundLouts
Kautsky,NewYork1923.[3]

10 松井圭子訳 rt,-ザ ･ルク-t=ソプルグの手紙- カールおよびルイ-ゼ･カウツキー宛｣岩波文鼠 1932年5月●

11 浅野正一訳 rカウツキー夫妻への手紙J改造文庫1-56,1934年●

12 川口浩･松井圭子訳 Fローザ･ルクIt:ソプルクの手紙- カールおよびルイ-Itt'･カウツキー宛 (1896-1918)｣岩波

文鼠 1963年10月 (341p.)

13 孝橋正一抄訳 ｢カールとルイゼ ･カウツキーあて｣rローザ･ルクセンブルク 思想･行動 ･手紙｣〔-11卜 8〕(pp.
238-315)

RosaLuxemburg,Brie/eanFnlLnde,Hamburg1950.(Nachden vonLuiseKautskyfertiggestellten

Manuskript,herausgegebenvonBenediktKautsky.)[28]

14 伊藤成彦訳編 ｢友人への手紙｣中野好夫･吉川幸次郎･桑原武夫編 r世界/ソ7イクショL/全集121,筑摩書房,1961

年10月 (pp.213-358)

15 川口浩 ･松井圭子抄訳 ｢付安 〔友人-の手紙〕｣rp-ザ ･ルクセンブルクの手級』〔-Ill-12〕(pp-247-305)

R62aLuksemburg,ListydoLeoTlaJogiclleSa-Tyszki,Tomy1-3,Warszawa1968-71.

16 伊藤成彦 ･米川和夫 ･阪東宏訳 rローザ ･ルクセンブルク,ヨギ-ス-の手紙j全4巻,河出書房新社,u)1976年5

月 (327,vip.)(2)1976年7月 (329,vip.)(3)1977年1月 (366,xp.)(4)1977年6月 (334,xv,17p.)

IbaLILremblLYgimGefLillgnis.Hrsg.vonCharlotteBeradt,FrankfurtamMain1973.

17 渡辺文太郎訳 r獄中のローザ- マティ-ルデ･ヤーコプ-の手級j新泉社,1977年6月 (258p.)

b 演説

PnlokolliL'berdieVerJuZndllmgendesPayleitLqeSderSozialdemok772fischenParfeiDeuischlands.Abgehaltenzu

StlLftga〟uom3bis80ktober1898.Berlin1898.S.99･100.117･8〔40〕

18 野村修訳｢ドイツ社会民主党(SPD)シニトクツトガルト大会での演説- 戦術問掛こかんする討議のなかで｣rt,-
ザ ･ルクセンブルク選剰 1,現代思潮社,1962年 月 (pp.25-30)

Pyotokoll･･････1899,S.171･5,219,222,265-7,290-1.〔45〕

19 田窪清秀訳 ｢ドイツ社会民主党′､ノーヴァー大会での演説｣r選剰 1(pp.74-86)

Cl'71g"ietmeCongretsSocl'all'steInternall'onaletemLaPwisdu23au27S勿Ie7nb7V1900.Compterendu

analytiqueofficiel･Paris1901･Soc°NouvelledeLibraireetd,Edition,pp･31･2,94,105;unfficial,pp.43-6,181･5,187.
〔50〕
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20 山本統敏他抄訳 ｢p-ザ･/レクセソプルクの演説｣r第2インタ-の革命論争1(マルクス主義革命論史2),紀伊国屋
書店,1975年5月 (pp.422-423)-III-29,52,56,59,61,75,78,84,85,132

Protokoll･･････1905,S.256-7,269-71,320-1.[70]

21 高原宏平訳 ｢ドイツ社会民主党イェ-ナ大会での演説｣｢選集｣2(pp.25-36)

PTlDtOkoll･-･･･1906,S.26012,315-6.〔73〕

22 高原宏平訳 ｢ドイツ社会民主党マン-イム大会での演説｣F選集j2(pp.46-51)

PyDtOkoIvLondonskiis''ed,1907,pp.83-9,284-91,321-4.〔78〕

23 田窪清秀訳 ｢ロシ7社会民主労働党ロンドン党大会における演説｣r選集j2(pp.62-94)

S¢h'eLmeCong,由SocialisteIntemalionaletenuaSflLttgartdlL16all27Aol7日907.Comf'fe71endtEanalyfiqlLe,

Brussels1908,pp.9112,152-5.[80]

24 野村修訳 ｢社会主義インタ-ナショナル･シュトゥットガルト大会での演説｣F選集12(pp.95-97)

Protokoll･･････1908,S.230-1,267･9,36315.[83]

25 野村修訳 ｢SPDニュールソベルク大会での演説｣F選集j2(pp.98-109)

PT10tOkoll--1910,18112,304-7,426-30.〔89〕

26 田窪清秀訳 ｢SPDマタデプルク大会での演説｣r選集12(pp.128-140)

PT10tOkoll-･･･1911,S.204-7,247-9,34819.〔92〕

27 高原宏平訳 ｢ドイツ社会民主党イェ-ナ大会での演説｣F選集j3(pp.7-19)

D̀erpolitischeMassenstreik',VoywLYrLs,24Juli1913,Nr.187,Beilage1.S.1;Ldpzl'gervolkszeihmg,26Juli

1913,Nr.171,Beilage3,S.1_[100]

28 野村修訳 ｢政治的大衆ストライキ｣F選集j3(pp.58-65)

P71Dfokoll-･･･1913,S.194･5,19718,288-93,48517.〔104〕

29 山本統敏他抄訳 ｢p-ザ･ルクセンブルクの提案｣F第2インタ-の革命論争]〔-Ill-20〕(pp.404-405)

V̀olksurteiltiberRichterurteil',VoywLYrts,23Februar1914,Nr.53,S.1.〔110〕

30 田窪清秀訳 ｢判決にたいする回答｣r選集j3(pp.123-125)

Gn'L'ndung砂artei晦 derkommlLnistischenPayleiDeutschlands(Spar由klLSbzmd)a,Om30Dezember1918bt-s1

Januar1919.Bericht･･･.･･,Berlinln.d.][115]

31 松山止曳訳 ｢綱領に関する演説｣Fp-ザ政治論集-- 彼女の過失とその訂正j芸文乱 1927年12月 (pp.215-254)
-II1-144,156

32 清水平九郎訳 ｢スバルタカス綱領に関する演説｣Fマッセンストライクj政治批判社 (政治批判叢書12),1928年2月
(pp.121-159)/ Fマツセンストライクj弘文堂,1928年●-ⅠⅠト 103,114,117,120,126,134

33 野村修訳 ｢綱領について｣r選集j4(pp.127-160)

D̀erpoZitischeMassenstreikunddieGewerkschaften',PTlDL'agandist,1930,Nr.10-1.〔116〕

34 野村修訳 ｢政治的大衆ストライキと労働組合｣F選集』2(pp.141-158)
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C 論文

Anon.,Angielskistrajkg6miczy(TheEnglishminers'strike),SpnalL,aRobotnicza,Nov.-Dec.1893,Nos.5/6,pp.

11-2.〔125〕

35 野村修訳 ｢1893年のイギリス鉱山労働者のストライキ｣r選集j1(pp.1-10)

R.K.,Jakpowstalo主wietoMajowe(HowtheMayfestivalwascreated),Sp7tut･aRobolnicZa,Feb.1894,No.

8,pp.2･3.〔128〕

36 野村修訳 ｢メーデーはどうして生まれたか?｣r選集J1(pp.ll-13)

Anon.,Ruchrobotniczyzagranica:Pierwszykongresniemieckich豆omik6W(Theworkers'movement

abroad:thefirstcongressoftheGermanminers),Spy.alt･aRobol71l'cza,Jam.1895,No.19,pp.2-3.〔145〕

37 野村修訳 ｢第1回ドイツ鉱山労働者大会｣｢選集J1(pp.14-19)

ǸeueStr6mungeninderpolnischensozialistischenBewegunginDeutschlandundOsterreich,NZ,1896.Bd.

II.S.176181,206-16.[149]

38 丸山敬一訳｢ドイツおよびオ-ストラT)7におけるポ-ランド社会主義運動の新しい潮流｣r7ルクス主義と民族主義J
福村出版.1974年12月 (pp.74-108)-ⅠⅠト38,39,40,41,42,48,81

-DerSozialpatriotismusinPolen',NZ,1896,Bd.ll.,S.459-70.〔153〕

39 丸山敬一訳 ｢ポーランドにおける社会愛国主義｣ト ルクス主義と民族主義｣〔-II卜37〕(pp.109-130)

R.L:̀DienationalenK畠mpfeinderTtirkeiunddieSozialdemokratie:(1)DiettirkischenZusはnde,(2)Die

Zersetzung,(3)DieStellungsnahmederSozialdemokratie',SdcllSischeArbez'terZeitLLng,8･10Dez.1896,Nr.234･6.

〔156〕

40 丸山敬一訳 ｢トルコにおける民族闘争と社会民主党｣rマルクス主義と民族主義J〔-Ill-37〕(pp.182-197)

Z̀urOrientpolitikdesHVorwarts"I,Sb'cllSischeArbeiterZeitlLng.25Nov.1896,Nr･273.〔157〕

41 丸山敬一訳 ｢FフォアヴェルツJの東方政策によせて｣rマルクス主義と民族主義J〔-ⅠⅠト37〕(pp.198-203)

D̀erSozialismusinPolen',SoZialistiscJleMoTlatSllefte,Dez.1897,Nr.10,S.547156.〔159〕

42 丸山敬一訳 ｢ポーランドにおける社会主義｣Fマルクス主義と民族主義j〔-Ilト37〕(pp.131-147)

'VonStufezuStufe.ZurGeschichtederbiirgerlichenKlasseninPolen',NZ,1897,1.Bd.,S.164･76.[160]

43 丸山敬一訳 ｢一段,また一段- ポーランド･ブルジョア階級の歴史｣Fマルクス主義と民族主義J〔-11卜 37〕(pp.
148-172)

S̀ozialreformoderRevolution',LeipZtkerVolksZeitung,21128Sep.1898,Nr.219-25.r.1.:̀Sozialreformoder

Revolution',I,et'pzをerVolkszeitlLng,4･8Apr.1899,Nr.76180.〔190,231〕

4 緒方潔 ･沼田光一郎訳 F改良主義論j希望聞,1926年7月 (3,6,2,192p.)

5 松井隆一抄訳 ｢資本主義の適応｣r7ルクス恐慌理論J〔-Ⅰト 50〕(pp.155-172)
6 松崎敏太郎抄訳 ｢資本主義の適応｣F恐慌論]〔-ⅠⅠ-51〕(pp.155-172)
7 菖安朗訳 ｢社会改良か革命か｣F選集J1(pp.154-246)

r.lJPossibilismus,Opportunismus',SA'cJlSiscJleA71beiterzeiflLllg,30Sep.1898,Nr.227,S.1.〔191〕

48 野村修訳 ｢ポシビリズムとオポチュニズム｣r選集J1(pp.20-24)

ÀdamMickiewicz',Leipzl-gelVolksIZeitLL71g.24Dez.1898,Nr.298,Beilage3,S.1.〔217〕

49 丸山敬一訳 ｢7ダム･ミツキェヴィッチ｣Fマルクス主義と民族主副 〔-1II137〕(pp.173-180)
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rl.:̀MilizundMilitarismus',Ldpzl'gerVolkszeitung,20-22Feb.1899,Nr.42,S.1-2,Nr.43,S.1-2,Nr.44,S.ll

2.〔227〕

50 野村修訳 ｢ミ.)-ツとミt)タt)ズム｣r選集J1(pp.31-55)

rl.:̀EinetaktischeFrage',I,eipzz'gerVolkszeilung,6Juli1899,Nr.153.〔234〕

51 野村修訳 ｢ひとつの戦術問題｣r選集11(pp.56-60)

r.1.:̀HohleN岱sse',LeipzlgerVolkszeihLng,22Juli1899,Nr.167.〔235〕

52 田窪清秀訳 ｢実のないくるみ｣r選集J1(pp.61-67)

rl.:̀ZumkommendenParteitag,Lel'pzl'gervolkszeitlLng,14-16Sep.1899,Nr.213,S.1-2,Nr_214,S.1-2,Nr_215,

S.1-2.〔238〕

53 山本統敏他抄訳 ｢きたるべき党大会によせて｣F第2インタ-の革命論争j〔-IIト20〕(pp.81-93)

rl.:̀UnserleitendesParteiorgan',Leipzl'gervolkszeitung,22Sep.1899,Nr.220.〔240〕

54 田窪清秀訳 ｢党の指導機関｣r選集11(pp.68-73)

rl.:̀UmdieBeute',LeipzlkerVolkszez'tung,29MかZ1900,Nr.73,S.1.〔256〕

55 田窪清秀訳 ｢獲物をめぐって｣F選集J1(pp.87-91)

'Zuriick aufAdamSmith',NZ,1900,2.Bd.,S.18016.[260]

56 久留間鮫造訳 ｢古典派,俗流,歴史派及マルクス派経済学｣F大原社会問題研究所雑誌j1-1,1923年8月 (pp.
206-222)

D̀iesozialistischeKriseinFrankreich,NZ,1901,1.Bd.,S.495-9,516･25,548-58,619131,676-88.〔269〕

57 山本統敏他抄訳 ｢フラソスにおける社会主義の危機｣F第2インタ-の革命論争｣〔-lIト20〕(pp.96-99)

-DiebadischeBudgetabstimmung',NZ,1901,1.Bd.,S.14-20.[271]

58 大内兵衛訳｢予算の協賛についての社会党の原理とタクティツク｣F大原社会問題研究所雑誌』8-1,1931年 6月(pp.
104-120)/ F大内兵衛著作集j9,岩波書店,1975年8月 (pp.242-248)

D̀erParteitagundderhamburgerGewerkschaftsstreit',NZ,1901,1.Bd.,S.705･11.〔275〕

59 高原宏平訳 ｢党大会と-ソプルクの労働組合の紛争｣F選集j1(pp.92-104)

Anon_:'DerdritteAkt',LeiPzl'gerVolkszeitlLng,14-15Apr.1902,Nr.84,S.112,Nr.85,S.112.[284]

60 山本統敏他訳 ｢第三幕 〔ベルギ-の闘争〕｣F第2インターの革命論争j〔-IIト 20〕(pp.150-156)

'UndzumdrittenMatedasbelgischeExperiment',NS.112.[284]

GO 山本統敏他訳 ｢第三幕 〔ベルギーの闘争〕｣F第2インターの革命論争｣〔-III-20〕(PP.150-156)

'UndzumdrtitenMaledasbelg由che丘妙erz'menf',NZ,1902,2.Bd.,S.203･10,274-80.〔292〕

61 野村修抄訳 ｢暴力論｣日吉況14,1968年11月(pp.102-107)/｢暴力と合法性｣F暴力と反権力の論理jせりか書房,
1969年7月 (pp.56-66)

62 山本統敏他訳 ｢三度ベルギーの実験を論ず｣F第2イ-/タ-の革命論争1〔-Ilト20〕(pp.137-150)

Anon.:̀VorLudwigshafen',Leipzl'gerVolkszeihLng,19Juni1902,Nr.138.〔299〕

63 高原宏平訳 ｢ル-トゲィヒス--フェソ大会をまえに｣F選集j1(pp.105-109)
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Anon.:̀DerAchtstundentagaufdemParteitag',Leipzl'gerVolkszeitlLng,19.Sep.1902,Nr.217,S.1.〔303〕

64 高原宏平訳 ｢党大会で討議された八時間労働問題｣r選集j1(pp.110-114)

S̀tillstandundFortschrittimMarxismus',Vont.LYrfs,14M計z1903,Nr.62,S.2-3.〔308〕

65 17ルクス書房編輯部訳 ｢マルクス主義は歴史過程の一部分である｣｢マルクス主義とプロレクリ7-トの事業｣Fマル
クス学教科割 9,1929年10月 (pp.19-23,45-48)

AImRatederGelehrten',NZ,1903,I.Bd.,S.5･10.[318]

66 高原宏平訳 ｢学者の評議会｣r選集J1(pp.115-124)

G̀eknickteHoffnungen',〟Z 1903,1.Bd.,S.33-9.〔322〕

67 高原宏平訳 ｢裏切られた期待｣r選集11(pp.125-135)

Anon.:̀Wojnarosyisko-japo琉ska'(WarbetweenJapanandRussia),CzeTWOllySz由ndar,Feb11914,No.14,pp.

ト2.〔333〕

68 高原宏平訳 ｢戦争｣r選集j1(pp.136-141)

ÒrganisationsfragenderrussischenSozialdemokraten',NZ,1904,2.Bd.,S.484-92,529-35.Iskra,10July1904,

No.69,pp.2-7.[357]

69 片岡啓治訳 ｢ロシア社会民主党の組織問題｣F選集J1(pp.247-271)

rl･:̀SozialdemokratieundParlamentarismus',Sd'chsischeATlbeite7･ZeitlLng,5,7Dez.1904,Nr.282,S.1,Nr.284,

S.1･2.〔360〕

70 高原宏平訳 ｢社会民主主義と議会主義｣r選集J1(pp.142-153)

ÀusdenliterarischenNachlassYonKarlMarx.TheorientiberdenMehrwert.･･.-I,Vorwdrts,8Jan.1905,

Nr.7,Beilage3,S.1-2.〔366〕

71 寺尾浄人訳 ｢経済学史とマルクスの立場｣r社会科学｣5-2,1929年9月 (pp.212-227)

'NachdenerstenAkt',NZ,1905,1.Bd.,S.610-4.[368]

72 高原宏平訳 ｢第一幕のあと｣T選集j2(pp.5-12)

D̀ieRevolutioninRussland',GleicJlJleZ't,8Feb.1905,Nr.3,S.13.〔369〕

73 高原宏平訳 ｢ロシ7での革命｣r選集12(pp.1-4)

-DasProblemder…hundertV61ker"',NZ,1905,1.Bd.,S.643-6.〔370〕

74 高原宏平訳 ｢F弱小民族Jの問題｣F選集12(pp.13-19)

C̀odalej?'(Whatnext?),Czeru,onySztandar,April1905,No.25,pp.114.〔378〕-ⅠⅠト132

rl･:̀ImFeuerscheinederRevolution',Sd'cJlSisclleATlbeiterzeitlLng,29APT.1905,Nr.98,S.2･3.〔380〕

75 高原宏平訳 ｢革命の火照り｣F選集｣2(pp.20-24)

rl∴ D̀ieDebatteninK6ln',Sb'cllSZ'scheATlbeiterzeitlL71g,30-31Mai1905,Nr.123･4.〔393〕

76 山本統敏他訳 ｢ケルンの論争｣F第2インターの革命論争j〔-II1-20〕(pp.347-350)

Anon.:.EinemassloseProvokation',VonL･L21rts,19Nov.1905,Nr.272,S.1.〔425〕

77 高原宏平訳 ｢極端な挑発｣F選集j2(pp.37-41)
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D̀ieL6sungderFrage',Gleichhez't,29Nov.1905,Nr.24,S.139.〔429〕

78 高原宏平訳 ｢問題の解決｣F選集｣2(pp.42-45)

Anon.:̀Blankizmisocjaldemokracja'(BlanquismandSocialDemocracy),CzerzL･OnySzLandar,27June1906,

No.82,pp.1-2.〔441〕

79 山本統敏他訳 ｢プランキズムと社会民主主義｣F第2インターの革命論争j〔-IIト20〕(pp.242-246)

D̀iezweiMethodenderGewerkschaftspolitik',NZ,1906,1.BdリS.134-7.〔446〕

80 高原宏平訳 ｢労働組合政策の二つの方式｣F選集｣2(pp.52-57)

'DieMaifeier',Gleichheit,1Mat1907,Nr.9,S.71.[450]

81 田窪清秀訳 ｢メーデー｣F選集J2(pp.58-61)

K̀westianarodowo喜ciowaiautonomia'(Thenationalquestionand〔theproblemof〕autonomy,PrZegY'rld

Soq'aldemoky.atyczny,Aug.-Dec.1908,No.6,pp.482-515,No.7,pp.597-631,Nos.8/9,pp.6871710,No.10,pp.

7951818;June-Sep.1909,No.12,pp.136-63,Nos.14/15,pp.351-76.[463]

82 丸山敬一抄訳 ｢民族問題と自治｣ト ルクス主義と民族間劉 〔-ⅠⅠト37〕(pp.8-71)

Ẁasweiter?I,DortmlLnderArbdterzeitlmg,14-15M云rz1910.〔478〕

83 野村修訳 ｢つぎはなにを｣F選集j2(pp.110-122)

Z̀eitderAussaat',Volkslt･aCht,Breslau,15M云rz1910,Nr.71,S.1.〔479〕

84 野村修訳 ｢壇まきの時期｣F選集12(pp.123-127)

ÈrmattungoderKampf?I,NZ,1910,2.Bd.,S.257-66,291-305:LdpzT'gerVolkszet'fzmg,28Mat-7Juni1910,Nr.

120,121,126-8.〔481〕

85 山本統敏他訳 ｢消耗か闘争か｣F第2インタ-の革命論争j〔-III-20〕(pp.381-402)

F̀riedensutopien',Leipzl-gelVolkszeiflLng,6-8Ma主1911,Nr.103,S.1-2,N.104.〔498〕

86 山本統敏他訳 ｢平和のユートピア｣｢第2インターの革命論争』〔-ⅠⅠト20〕(pp.470-479)

R.L.:̀UmMarokko',LeipzなerVolkszeE'tlmg,24Juli1911,Nr.168,S.112.〔511〕

87 野村修訳 ｢モロッコをめく･って｣F選集』2(pp.159-165)

ÙnserMarokko-Flugblatt',Leipzt'gerVolkszeitlLng,26Aug.1911,Nr.196.〔516〕

88 野村修訳 ｢モロッコ問題のパンフL,ツト｣r選集j2(pp.166-171)

'ImAsyl',Gleichheil,8Jam.1912,Nr.8,S.11315.[521]

89 高原宏平訳 ｢貧民収容施設で｣F選集13(pp.34-42)

F̀rauenwahlrechtundKlassenkamf',FratEemL-aflhleCht,8MArz1912.〔525〕

gD 高原宏平訳 ｢婦人選挙権と階級闘争｣F選集j3(pp.50-57)

M̀arzenssturTne',Gleichheit,18M宜rz1912,Nr.13,S.1-2.〔527〕

91 高原宏平訳 ｢三月のあらし｣F選集j3(pp.43-49)

D̀asOffizi6sentumderTheorie',NZ,1913,2.Bd.,S.828143.〔550〕

92 野村修訳 ｢理論の御用化｣F選集j3(pp.66-92)
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R.L.:̀BilanzvonZabern',Sozklldemok71atisclleKor71eSL'011denz,6Jan.1914,Nr.3.〔556〕

93 野村修訳 ｢ツアーベルン事件の決算｣r選集｣3(pp.93-97)

R.L.:̀DiektinftigeRevanche',Sozialde7nOkratischeKorresPondenz,20Jan.1914,Nr.9,S.1･3.〔558〕

94 野村修訳 ｢きたるべき報復｣r選剰 3(pp.98-102)

R.L.･.-DergelbeSklaventanz',Sozz'aldelnOk71aLiscJleKoryesPonde712,10Feb.1914,Nr.17.〔561〕

94 野村修訳 ｢御用組合の奴隷まつ り｣r選集J3(pp.103-107)

R.L.･.̀DieandereSeitederMedaille',SozkTldelnOkyalisclleKorrespondenz,2Apr.1914,Nr.39.〔564〕

95 田窪活秀訳 ｢メダルの裏面｣F選集｣3(pp.126-130)

Anon.:̀Parteidisziplin',SozialdelnOky.atiscileKorT161)ondenz,4Dez.1914,Nr.125.〔587〕

96 田窪活秀訳 ｢インターナショナルの再建｣r選剰 3(pp.135-149)

'DerWiederaufbauderInternationale,Internationale,15Apr.1915,Nr1,S.1110.[589]

97 田窪清秀訳 ｢インターナショナルの再建｣r選集｣3(pp.135-149)
98 現代政治思想史研究プルTプ訳｢インターナショナルの再建｣rインターナツイオナーレ- マルクス主義の実践と理

論のための月刊誌J出版会四季,1966年 〔月記載なし〕(pp.2-14)-ⅠII-99,253

Mortimer:̀PersEX:ktivenundProjekte',Infeynatlonale,15Apr.1915,Nr.1,S.71･7.〔590〕

99 現代政治思想史研究グループ訳 ｢展望と構想｣rインターナツイオナーレl〔-llト98〕(pp.94-103)

Anon.'DerRhodus',Spartakusbn-ef,20Sep.1916,Nr.1,S.2･4.[593]

100 高原宏平訳 ｢p-ドス島｣F選集j4(pp.45-52)

Anon.:̀Liebknecht',SpartaklLSbn'ef,20Sep.1916,Nr.1,S.2･4.〔594〕

101 田窪括秀訳 ｢.)-プクネヒト｣F選集｣4(pp.30-35)

Anon.:'ZweiOsterbotschaften',SpartaklLSbrief,Mai1917,Nr.5,S.7･8.[613]

102 高原宏平訳 ｢二つの復活祭教書｣F選集｣4(pp.53-58)

-DerAnfang'.RoteFaJlne,18Nov.1918.Nr.3,S.1-2.[625]

103 清水平九郎抄訳｢1918年11月以後 (ローテ･ファーネに掲載されたる諸論文の抜拳)｣rマツセンストライク｣〔-111-
32〕(pp.161-182)-Ilト117,120,126

104 高原宏平訳 ｢革命のはじまり｣F選集｣4(pp.59-63)

R.L:-DasalteSpiel',RoteFaJlne,18Nov.1918,Nr.3,S.2.[626]

105 高原宏平訳 ｢陳腐な手｣F選集｣4(pp.64-68)

-DieNationalversammlung',RoteFaJllle,20Nov.1918,Nr.5.S.1･2.[628]

106 高原宏平訳 ｢国民議会｣r選剰 4(pp.69-73)

ÈingewagtesSpiel',RoteFaJllle,24Nov.1918,Nr.9,S.1-2.〔629〕

187 高原宏平訳 ｢無謀なくわだて｣r選集｣4(pp.74-78)

R.Luxemburg,K.Liebknecht,F.Mehring,K.Zetkin:̀AndieProletarierallerLander!',RoteFahne,25Nov.

1918,Nr.10,S.1.〔630〕

103 高T,京宏平訳 ｢万国のプpレク1)7に｣T選集J4(pp.79-85)
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Anon.:̀DerAnheroninBewegung',RoleFahne,27Nov.1918,Nr.12,S.1-2.〔631〕

109 高原宏平訳 ｢動き出したアケロン｣F選集J4(pp.86-90)

Juvenis:̀DerWeggumnichts',RoteFahne,28Nov.1918,Nr.13,S.2.〔632〕

110 高原宏平訳 ｢破滅への道｣F選集j4(pp.91-93)

Anon.:'Die"unreife"Masse',RoteFahne,3Dez.1918,Nr.26,S.1-2.[634]

771 高原宏平訳 ｢r未熟Jな大衆｣r選集14(pp.9ト 99)

Anon.･.'UmdenVollzugsrat',RoteFahne,llDez.1918,Nr.26,S.1-2.[636]

112 高原宏平訳 ｢執行評議会をめ(･って｣r選集14(pp.100-105)

Anon.:-WaswillderSpartakusbund?',RoteFahne,14Dez.1918,Nr.29.[637]

113 〔無署名〕｢社会主義と議会主義｣r社会思想j3-6,1924年8月 (pp.36-45)

114 清水平九郎訳 ｢スバルタカス綱領｣rマッセンストライク]〔-Ill-32〕(pp.107-120)

115 富永幸生訳 ｢ス′くルタクス綱領｣r現代史研究｣24,1970年6月 (pp.53-61)

Anon.:'AufdieSchanzen',RoteFahne,15Dez.1918,Nr.30,S.1.[638]

116 高原宏平訳 ｢保塁のうえ-｣r選集j4(pp.106-111)

Anon.:̀NationalversammlungoderRateregierung',RoteFahne,17Dez.1918,Nr.32,S.1-2.〔639〕

117 清水平九郎抄訳 ｢1918年11月以後｣〔-ⅠⅠⅠ-103〕(pp.161-182)

118 高原宏平訳 ｢国民議会か評議会政府か｣r選集j4(pp.112-116)

Anon.:-EbertsMamelucken',RoteFahne,20Dez.1918,Nr.35,S.1.[640]

119 高原宏平訳 ｢エーベルトの私兵｣F選集j4(pp.117-122)

Anon.:̀DieWahlenzurNationalversammlung',RoleFahne,23Dez.1918,Nr.38,S.1-2.〔643〕

T2q 清水平九郎抄訳 ｢1918年11月以後｣〔一m1103〕(pp.161-182)

121 高原宏平訳 ｢国民議会のための選挙｣F選集j4(pp.123-126)

Anon.:̀WasmachendieFtihrer?I,RoteFahne,7Jan.Nr.7,S.1.〔645〕

122 野村修訳 ｢指導部は何をしているか｣F選集J4(pp.161-164)

Anon_:̀Vers宜umtePflichten7,RoteFahne.8Jam.1919,Nr.8,S.1.〔646〕

123 野村修訳 ｢忘れられた任務｣F選集j4(pp.165-169)

Anon.:̀DasVersagenderFiihrer',RoteFahne,llJan.1919,Nr.14,S.1-2.〔647〕

124 野村修訳 ｢指導部の無能ぶり｣F選集j4(pp.170-174)

Anon.:̀Kartenhauser',RoteFahne,13Jam.1919,Nr.13,S.1-2.〔648〕

125 野村修訳 ｢空中楼閣｣r選集j4(pp.175-180)

D̀ieOrdnunghe汀監htinBerlin',RoteFahne,14Jan.1919,Nr.14,S.1-2.〔649〕

126 清水平九郎抄訳 ｢1918年11月以後｣〔-ⅠⅠト103〕(pp.161-182)

127 野村修訳 ｢ベルT)ソの秩序は維持されている｣F選集j4(pp.181-188)
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ǸachdernJenaerParteitag7,Intemationale,1Mかz1927,S.147･53.〔651〕

128 高原宏平訳 ｢イェ-ナでの党大会を終えて｣F選集｣3(pp.20-33)
ǹo皿bCKl泊 uPycct(tltuICoutta.Tl13ゝtallXB3allMHOMOTHOlllel11111

129 佐保雅子訳 ｢ポーランドとロシアの社会主義の相互関係｣(lXZ)r中京法学｣12-2,1977年9月 (pp.33-69).131
1,1978年6月 (pp.75-108)

d パンフレットおよび著書

DieindustrielleEnEILTickllLngPolens.InalLguY-UIDissertationzurEyllangtLngderstaatswissenschaftlichenDoklor-

wti'rdederhohenstaatswissenscJlaftlichenFaklLltd'lderUm'versitd'lZiL'rich.Leipzig1898.〔661〕

130 肥前栄一訳 rポーランドの産業的発展J未来社,1970年10月 (238,8p.)

Sozial71ejTormoderReuolLllion.MiteinemAllllangIMilizundMililarLsmlLS,Leipzig1899.Sozhll71ejTomlOder

ReuollLtionPZweitedurcllgelleneunde7gd'nzteAtEj7age,Leipzig1908.〔662,686〕-IIト44,45,46,47

KwestiaPolskaanLCllSOCJ-alistycz7ly(ThePolishquestionandtheSocialistmovement),Crac6wl905.Vorwort

zudemSammelbandDiePolniscjleFy-ZeelLnddieSozialistischeBewegung,Hrsg.u.eingelv.JtirgenHentze,1971,

S.179-219.[670]

131 丸山敬一訳 ｢Fポ-ランド問題と社会主義運動J序文｣F中京法学J13-2,1978年8月 (pp.67-110)

Anon∴ZdobyTleLL10llEOjnej.CodalejP(Fromthedaysofrevolution.Whatnext?),Crac6W1905.Warszaw1906.

〔675,685〕

132 山本統故地訳 ｢革命期において- さらに何を｣(I)～mF第2インターの革命論争J〔-11ト20〕(pp.201-241)

Massenstreik.ParleiZEndGewerkscllLZften,Hamburg1906.〔681〕

松本悟朗訳 r大衆罷業,党及び組合]白揚社,1927年11月 (2,1,145p.)

清水平九郎訳｢マッセンストライク(大衆罷業,政党及び組合)｣Fマッセンストライク｣〔-III132〕(pp.1-106)
河野信子 ･谷川経訳 ｢大衆ストライキ･党および労働組合｣F選集12(pp.172-265)

DieAkku7mLlationdesKapitals.EinBeify-ugzurb'konomiscilenEy.khynmgdesImPerkllismus.Berlin1913.〔687〕

136 久留問鮫造抄訳 ｢資本主義社会に於ける再生産の問題 (p-ザ･ルクセ-/プルグ F資本累積論]よりの二重)｣r大原
社会問題研究所パンフレッり 12,1923年8月 (58p.)

137 杭田千元訳 F資本蓄積論｣全2分冊,白揚社,1926年3月 (4,2,2,294p.),1926年9月 (295-609p.)

138 益田豊彦 ･高山洋吉訳 F貿本蓄積論｣同人礼 1927年11月 (3,1,3,614p.)

139 益田豊彦 ･高山洋書訳 ｢資本蓄積論｣F社会思想全集j14,平凡社.1929年2月 (pp.3-575)-Ill-154
140 長谷部文雄訳 F資本蓄積論J全3分冊,岩波文庫,uj1934年 7月 (217p.),肘 m'

141 高山洋書訳 r資本蓄積論j全3分f乱三笠文庫,Ltj1952年4月 (170p.),榊1952年10月(188p.),m1952年10月 (211p･)

142 長谷部文雄訳 F資本蓄積論J全3分冊,青木文鼠 Ltj1952年12月(178p.),肘1953年6月(4,179-382p.),m1955

年2月 (383-569p.)

JIilL'tarismtES,KriegtLndArbeiterklasse･RosaLILre7,1btLrgUOrderFnankjiLrterSt7ujkamlner.AusJilhrlicher

Berichlil'berdieVerJlalldhE71galn20Feb.1914,Frankfurt1914.〔688〕

143 田窪清秀訳 ｢ミリタリズム,戦乱 労働者階級｣r選集｣3(pp.108-122)

Junius:DieKrisederSozl'aldemokraiie.AI27u"lg.II,eilsa'tzetiberdieAufgabenderz'niernalionalenSoZialde-

1710kratl'C,Ziirich1916.〔689〕

144 松山止曳訳 ｢社会民主党の危践 (附録国際的社会民主々義の任務に関する方針書)｣rローザ政治論集｣〔-ITI-31〕
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(pp.3-170)

145 片岡啓治訳 ｢社会民主党の危機 (ユニウス･プロシューレ)(付録)国際社会民主党の任務に関する指針｣F選集』3
(pp.150-286)

Anon.:Entweder-Oder･･-･DiePolifz'kdeysozialdemokTlatischenMl'nderJleit,1916.〔690〕

146 田窪活秀訳 ｢あれかこれか｣F選集j4(pp.1-13)

Anon.:DieLehTledes24Md'rz,1916.〔691〕

147 円窪清秀訳 ｢三月二四日の教訓｣F選集j4(pp.14-19)

Anon∴HlmdQolitl'k,1916.〔692〕

148 田窪清秀訳 ｢犬の政策｣F選集j4(pp.20-24)

Anon.:WasistmitLiebknecht,1916.〔693〕

149 田窪活秀訳 ｢リープクネヒトはどうなるか｣r選集14(pp.25-29)

Anon･:Wofl'L'rkLYm〟TfeLieb.knechttEndZL･eShalblt･tETdeerzllZtEchlhat(si-e77lrfeilfP.1916.〔694〕

150 田窪清秀訳 ｢.)17'クネヒトはなんのために闘い,なぜ禁固刑をうけたか?｣F選集j4(pp.36-44)

F.Mehring:KaTllMa7X.GeschichteseinesLebens.Leipzig1918,S.378-87.〔695〕

151 堺利彦訳 ｢資本論第二巻及び第三巻｣ト ルクス主義jl→1,1924年5月 (pp.2-15)

W.G.Korolenko:Dl'eGeschichtemanesZeilgenossen.AztsdemntssL'sclzent'('bers･efzftllldlniteilterEi71lcz'fzmg

uersehenyon--2Auj7.Bd.1-2リBerlin1919･20.〔696〕

152 救仁郷繁訳｢ロシア文学論- コロレンコFわが同時代人の歴史j自訳ドイツ語版-の序文｣F選集』4(pp.189-225)

DieAkktLmZLlaliondesKapilalsoderwasdieEZ)Z'gonenatEsderJllarrschenTJleOriegelnaCltIlLabeJl.Ellle

Anfikrih'k.Leipzig1921.[697]

153 宗道太訳 F資本蓄積再論- 亜流はマルクス説から何を作り出したかj同人社,1926年7月 (276p.)

154 宗道太訳 ｢資本蓄積再論- 亜流はマルクスの理論から何を作り出したか,-一つの反批評｣F社会思想全集』14〔-
ⅠⅠ1-139〕(pp.577-738)

155 長谷部文雄訳 F資本蓄積再論- 亜流はマルクスの理論から何を作ったか』岩波文鼠 1935年2月 (224p.)

Dier7LSSischeRevohLtion.EinekrifischeWfE'Tdz'gzmg.AILSdemNacJzlL7SSJJeJmlSgegebe71ZlJZdeiJzgelez'IL,II.OJZPmll

Leui,Berlin1922.〔698〕

156 松山止曳訳 ｢露西亜革命について｣Fローザ政治論集』〔-ⅠⅠ卜 31〕(pp.171-213)
157 清水幾太郎訳 ｢ロシア革命論｣F選集14(pp.226-264)
158 篠原正英訳 ｢ロシア革命｣佐藤昇編･解説 F社会主義の新展開J平凡社 (現代人の思想18),1968年1月(pp.46-84)

Einfz'F'hy7LngindieNationalb-konomie.H7･Sg.i,OnPatElLeL･1-.Berlin1925.〔699〕

159 佐野文夫訳 FF経済学入門j叢文閲,1926年3月 (3,8,462p.)

D 佐野文夫訳 F経済学入門1岩渡文嵐 1933年2月 (374p.)

1 高山洋書訳 r経済学入門j三笠文嵐 1953年5月 (3,351p.)

2 高山洋書訳 F経済学入門j(増補改訂版),日月社,1956年11月 (385p.)

3 岡崎次郎 ･時永淑訳 F経済学入門j岩渡文嵐 1978年5月 (461,49p.)
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B ルクセンブルク邦語研究論文目録

滋 この項については,すでにほは完壁な日錠が丸山敬一氏 〔-II1-346〕によって提供されている.その特徴は,内容

別分析が採用されていることと,邦訳研究論文および宕評 ･紹介についての文献にも細心の注意が払われていることに

ある｡本稿でこの窮を削除しなかった理由は,経折理論関係の文献にわずかながら補充の必要が認められる.E.I!-tと,現物

確認によって,これもわずかながら表記を訂正する必要が認められるからである｡そのいみで,この箇所は丸山氏の文

献日鐘のささやかな増補改訂版とみなしていただければ幸いである.なお.凡例に記したように,ここでも邦訳研究論

文 (丸山文献で34項目)と告評 (同20項 目)は省略してあるので,その点からも氏の労作の参照は不可欠である.

164 山川菊栄｢リ-プクネヒトとルクセソプルグ｣F新社会｣6-3,1919年7月(pp.44-49).6-4,1919年9Fj(pp.
40-48)

165 山川菊栄述 Fリープクネヒトとルク七ソプルグjインタナショナル祉 (水曜会パンフレット6),1921年10月(28p.)

166 福凹徳三 ｢貿本増殖の理法とTi本主義の崩壊｣F改造11921年10,11月号●/ F社会政策と階級闘争1'
187 河上堅 ｢福田博士の F資本増殖の理法｣を評す｣(共の1)(共の2)F社会F.nFj題研究』31,1922年 3月 (pp.1-36).

32,1922年4月 (pp.1-40)

168 河上堕 ｢資本復生産に関するマルクスの表式 (福田博士の F資本増殖の理法』を許す- 1E･の3)｣F社会FH]越研究』
33,1922年5月 (pp.1-36)

169 河上整 ｢資本主義的生産の必然的行き詰 りの理法 (福田博士の 『資本増殖の理法』を評す- その4)｣『社会liり越研
究｣34,1922年 6月 (pp.1-38)

170 井口孝親 ｢独逸革命の俵牲老ローザ･/レク七ソプルグ｣F我等j516,1923年6月 (pp.1-24).5-7,1923年
7月 (pp.1-17)

171 TI生 〔石浜知行〕｢カアルとローザの夕 (放浪記)｣F社会思想J4-3,1925年3月 (pp.40-44)
172 大内兵衛 ｢p-ザ ･ルク七ンブルグの手紙｣F村人公論11925年 7月'/F経済学散歩』思索社,1948年7月 (pp.

99-115)/同,哉土杜,1951年6月(pp.99-115)/F大内兵街著作集』9.ギ‡波召店.1975年8月(pp.217-228)
173 榔lfl民蔵 ｢p-ザ･ルクIt:ソプルグの思ひ出- ど-コ-ザ･ルク七ソプルグの手紙』(井口孝親氏訳)を読む｣F我等j

7-10,1925年10月 (pp.ll-24)/ F桁田民歳全集｣I(唯物史観),改造社.1935年5月.1947年6月(pp.

301-315)/ F社会主義は闇に面するか光に面するか他j朝E]文庫23,1951年8月 (pp.219-237)/ 帽 Ft眠

蔵全集J1.社会主義協会出版局,1978年6月 (pp.449-462)/ F社会主義は問に面するか光に面するか』朝

日遠雷165,1980年9月 (pp.119-135)

174 LLJ川菊栄 F.)-プクネヒトとルクゼソプルグj上西召店,1925年12月 (71p.)

175 猪俣津南雄 ｢柴本主義崩壊の理論的限拠｣F改造j8-1,1926年 1月(pp.60-89)/F帝国主義研究』改造社,1928
年 1月 (pp.1-64)

176 河上聾 ｢労働の生産力の発展と資本蓄板との衝突 (ローザ･ルク七ソプルグの F資本の蓄后｣について)｣F社会問題
研究j69,1926年2月 (pp.1-25)

177 河上整 ｢資本蓄積の行き詰まり (前冊の補遺)｣F社会問題研究j70,1926年4月 (pp.1-34)
178 西雅雄 ｢国民経済か世界経済か- p-ザ･ルクセンブルクの F経済学入門Jを読む｣Fマルクス主義j4-4,1926

年4月 (pp.34-55)

179 佐多忠隆 ｢姿本主義崩壊過程の理論的研究- p-ザ ･ルクセンブルク著 F資本蓄較論』を読む｣F帝国大学新聞1
1927年 1月30日●

180 高村浪夫編訳 Fローザ ･ルク七ソプルグl弘文堂,1927年7月 (2,2.231p.)

181 〔山川菊栄〕｢ローザの逸話｣F労創 2-9,1928年10月 (附録 ･婦人版p.7)
182 正富江洋 ｢p-ザ ･ルク七ソブルグ嬢を懐ふ｣F現代日本文学全刺 37(現代日本詩集 ･現代口本洪詩集),改造杜,

1929年4月 (pp.338-339)

183 生田春月 ｢ロオザ ･ルクセンブルク｣F現代日本文学全集137〔-llト 182〕(p.384)
184 守田有秋 ｢ローザ ･ルキゼソプルグ｣F世界革命婦人列伝j解放杜 (解放郡召33),1929年●
185 浅野正一 ｢資本蓄掠論の一視点- 資本論の方法より｣r新興科学の旗のもとにj2-12,1929年12月 (pp.33-52)
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186 久留問鮫造 頂 本の蓄積と固定資本の償却基金- 猪俣氏著 F帝国主義研剰 中の-論点について｣F大原社会問題

研究所雑誌18-2,1931年9月 (pp.25-62)

187 落合敏也 ｢名著物語- p-ザ･/レクセソプルグ r資本蓄積割 F経済往剰 6-12,1931年12月 (pp･110-120)

188 河合栄治郎 ｢独逸社会民主党とマルキシズムの修正｣1934年6月 〔-Ⅰ-32〕

189 山川菊栄 ｢女性社会改良家p-ザ･ルク七ソプルグの人と生涯｣｢婦人公剥 1934年12月 (pp･251-257)

190 相原茂｢資本蓄積論争- p-ず,ツガソ,グロ-スマソを中心として｣r経済評剃 1-7,1946年10月(pp･41-58)/

｢蓄積異見抄｣F蓄積と恐慌1角川書店,1949年12月 (pp.127-167)

191 越村信三郎 ｢資本蓄積の理論とその現段階的意義｣F資本蓄積と計画経捌 経済社,1948年9月 (ppl1-84)

192 松井圭子 ｢ローザ ･ルク七ソプルク- 女流革命家の生涯｣r思剰 14,1948年9月 (pp･56-64)

193 坂本徳松 Fp-ザ･ルクセンブルクJ叢土社 (革命思想家評伝叢書),1949年2月 (7,315p.)

194 関嘉彦 ｢革命 ･独裁 ･民主主義- マルクス,カウツキー主義批判｣1949年12月 〔-ⅠⅠ-144〕

195 猪木正道 rドイツ共産党史- 西欧共産主義の運命｣弘文堂 (7テネ新書4),1950年1月 (164p.)/ F社会思想入

門】有紀書房,1962年12月 (pp.79-211)

196 松井清 ｢ローザ ･ルクセソプルグにおける国民経済と世界経済｣F国民経済と世界経済- 民族理論との関係におい

て｣弘文堂 (アテネ新書18),1950年5月 (pp.44-79)

197 新島繁 ｢資本蓄積論｣r社会科学文献解題l〔-II-145〕(pp.135-139)

198 野々村一雄 ｢ローザ ･ルクセソプルグ｣弘文堂編集部編 F社会科学講座J6(社会問題と社会運動),弘文堂,1951

年3月 (pp.217-223)

199 岡稔｢再生産論をめぐる論争史｣民主主義科学者協会･全日本学生社研連合編 F講座資本論の解明13,理論社,1952

年3月 (pp.116-146)

200 猪木正道 ｢p-ザ ･ルクセソプルグについて｣秋元寿恵美訳 F獄中からの手紙j〔-IIl15〕(pp.153-165)

201 松尾博 ｢世界経済の概念に関する-試論- ローザ･ルクセ-/プルグの見解を中心として｣F彦根論叢j〔滋賀大〕ll,

1952年10月 (pp.33-65)

202 大内兵衛 ｢rロ-ザ･ルクセンブルクの手紙Jによせて｣北郷隆五訳 Fp-ザ ･/レクセソブルクの手紙』〔-II1-6〕

(pp.105-118)/ F現代随筆全集j8(大内兵衛･南原繁集),創元社,1953年10月 (pp.149-160)/ F大内

兵衛著作集j9,岩波害TE,1975年8月 (pp.229-241)

203 太陽寺順一 ｢ローザ･ルクセソプルグ解釈の動向 (学界展望)｣F経済評論j3-4,1954年4月 (pp.128-132)

204 三浦純雄 ｢戦争と内乱- 第1次世界大戦とp-ザ･/レクセソプルグ｣民主主義科学者協会歴史部会編 F世界歴史講

座｣5,三一書房,1954年6月 (pp.7-36)

205 神近市子｢闘いの人生- p-ザ･ルクセソプルグ｣F灯を持てる女人- 二十世紀世界婦人評伝j室町新吉101,1954

年10月 (pp.157-166)

206 堀新一 ｢恐慌学説批判(4トー ローザの再生産論｣F名城商学j5-3･4,1956年3月 (pp.55-122)

207 吉村励 ｢ローザ/･ルクセンブルク｣大河内一男･向坂逸郎･高島義哉･都留重人･名和統一編 F社会主義講刻 3 (辛

命と行動の社会主義),河出書房,1956年6月 (pp.282-290)

208 平井潔･古沢友吉 r解放史上の三女性- マルクス夫人 p-ザ･ルクセンブルク,レーニン夫人j東洋経済新報社,

1956年10月 (266p.)
209 相原茂 ｢ローザ ･ルクセソプルク｣rマルクス経済学の発展j,1956年11月 〔-ⅠⅠ-155〕(pp.165-242)

210 清水嘉治 ｢S.デゥヴォイラッキーの ｢市場理論｣について- ロ-ザ F帝国主義論j批判の再検討のために｣F経済

系135,1957年7月 (pp.44-51)

211 鈴木喜久夫 ･吉田震太郎 ｢再生産蓑式論｣Fマルクスの批判と反批判j〔-I-42〕(pp.179-213)

212 吉村正晴 ｢p-ザ r拡張再生産表式の矛盾』に関する研究- 貿易問題への再生産論の適用方法の-吟味｣(前篇)

F森教授記念論文集j(産業労働研究所報〔九州大〕別冊),1958年3月(pp.143-166).(後篇)F経済学研究』

23-3･4,1959年4月 (pp.129-149)

213 熊谷一男 ｢ローザ･ルクセンブルク F資本蓄積論j(古典案内)｣F経済セミナー』24,1958年11月 (pp.54-57)

214 西川正雄｢20世紀のカサンドラ- p-ザ･ルクセンブルク小伝｣L[珊 『歴史教育j7-2,1959年2月(pp.63-68).

7-3,1959年3月 (pp.97-101)

215 海道勝稔 ｢ローザ･ルクセンブルクをめく･る拡大再生産一一一蓑式についての論争｣F富山大学紀要経済学部論集114,

1959年3月 (pp.ll-30)
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216 鈴木喜久夫｢再生産表式論におけるルクセー/プルクとp--tt'ソベルグ｣r社会科学論集l〔埼玉大〕3,1959年3月(pp.
1-21)

17 池上惇 ｢p-ザ ･ルク七ソプルクの資本蓄積論と貨幣蓄蔵の理論｣r経済論叢j84-5,1959年11月 (pp.36-50)
18 西川正雄 ｢ローザ ･ルクセンブルクとドイツの政治｣F史学雑誌j69-2,1960年2月 (pp.1-46)
19 海道勝稔 ｢拡大再生産蓑式における資本主義の内在的矛盾と恐堤- p-ザ ･ルクセソプルグ再生産論論争の考察｣

F富大経済論集｣5-4,1960年3月 (pp.55-86)

220 西川正雄 ｢ローザ ･ルクセンブルク解釈の流れ｣r歴史学研究J239,1960年3月 (pp.45-53)
221 海道勝稔 ｢拡大再生産表式と帝国主義の r経済的基経J- I-ザ ･ルク七ンプルグ再生産論論争の考察｣r富大経

済論集｣6-2,1960年10月 (pp.1-19)

222 高山満 ｢p-ザ･ルクセンブルク r資本蓄積論lにおける-問題点 くローザ研究覚書)- q-ザにおける ｢不均等

発展｣-｢内在的矛盾｣(資本制総再生産における)の理解を中心に｣r東京経大学会誌129･30,1960年12月(pp.
109-128)

223 関恒義 ｢ローザ ･ルクIt:ンプルグ｣r一橋論捌 4514.1961年4月 (pp.92-108)
224 酒井良樹 ｢ローザ･,レク七ソプルグと社会主義｣r東京大学新聞j454,1961年5月17日 (pp.8-9)/ F現代思想1

1961年 8月'/ 〔酒井角三郎と改名のうえ〕rローザ ･ルクセンブルク論集j〔-1111281〕(pp.329-345)
2.25 清水幾太郎 ｢ローザ ･ルクセンブルクから｣F現代思想j1961年●
226 伊藤成彦 ｢"誤ちにつけこむ"ということ- 最近のローザ ･ルクセンブルクの評価｣F図書新聞1607,1961年6月

10日 (p.2)

227 南成四 ｢ルカ-チのローザ･ルク七ソプルグ論｣r月刊さんいちJ4-12,1961年12月 (pp.9-14)/ rローザ･ル
クセンブルク論集J〔-ⅠⅠト281〕(pp.346-356)

228 松田秀人 ｢スパルタクス派のプロレタリア党組織論- ローザ ･ルクセソプルグの理論を中心として｣r政治研究j
〔九州大〕10･11,1963年3月 (pp.58-87)

29 西村達夫 ｢実現の論理とp-ザ･ルクセムプルク｣F東北学院大学論集J〔経済学Nf77〕43,1963年6月 (pp.25-46)
30 有田稔 ｢マルクス理論とローザ理論の問｣F経折論集J〔関西大〕13-1･2,1963年6月 (pp.105-126)
31 松岡保｢ローザ･ルクセンブルク｣松田道雄編F反逆老の肖像｣(20世紀を動かした人々13).講談社,1963年7月(pp.

97-172)

232 川鍋正敏 ｢再生産衷式論の研究と論争｣遊部久歳 ･大島括 ･大内力 ･杉本俊朗 ･玉野井芳郎 ･三宅義夫編 r資本論講

座13(姿本の流通 再生産),青木召店,1964年4月 (pp.176-234)

233 静田均｢資本蓄環と拡大再生産夫式- ローザ･ルクセンブルクに関する断章｣rオイコノミカ｣〔名古屋市立大〕1-
1･2,1964年4月 (pp.23-29)

234 伊藤成彦 ｢ローザ ･ルクセンブルクの人と思想- 死後45年の記念に｣r思想j480,1964年6月 (pp.166-174)
235 海道勝稔 ｢ローザ･ルクセンブルク拡大再生産表式の基本的性格｣r土地制度史学125,1964年10月 (pp,26-39)
236 清水多吉 ｢修正主義論争｣現代イデオロギー研究全編 F研究論叢j1964年12月事/ rローザ ･ルクセンブルク論集1

〔-1Ⅰト281〕(pp.57-73)

237 平井俊彦 ｢ルカーチの Fローザ ･ルクセンブルク論山r甲南経折学論集J62,1965年3月 (pp.45-66)
238 柴凹高好 ｢｢平和革命l論の歴史的系譜- ローザとグラムシ｣r思想J494,1965年8月 (pp.37-56)
239 松凹秀人 ｢東独におけるス′ミルタクス派評価の方法- Fドイツ労働運動史綱要Jの方法を手がかりとして｣F法政研

究1〔九州大〕31-5･6,1965年8月 (pp.199-237)

240 池上惇｢資本主義経済のF適応能力j理論の発生過程- ベルソシュタイソとローザの論争によせて｣1965年10月〔1-

54〕

241 松井圭子 ｢嵐の中の不屈の生性 (R.ルクセンブルク)｣F潮j1965年11月 (pp.285-289)
242 広田司朗 ｢日]結の理想と分要望の現実｣Fマルクスと社会主義者j1966年1月 〔-Ⅰ-55〕
243 静ltl均 ｢拡大再生産袈式のflpE】題点- ローザ ･ルクセンブルクに関する覚えaEjt｣rオイコノミカ｣2-1･2,1966

年 1月 (pp.12-20)

244 衣笠菅生 ｢｡シア社会民主党の組織F'"E]題をめぐるレーニンとローザ･ルクセンブルク｣F社会科学論集J〔九州大〕6,

1966年-2月 (pp. 1-34)

245 伊藤域彦 ｢正しいローザ像のために- 柴rt]高好氏 ｢F平和革命J論の歴史的系譜｣批判｣｢思想｣502,1966年4月

(pp.102-108)
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246 静田均 ｢資本蓄積と帝国主義- p-ザ ･ルクセンブルクに関する覚え雪｣rオイコノミカj3-1･2,1966年7

月 (pp.1-9)

247 肥前栄一 ｢(資料).,-ザ･ルクセンブルク rポ-ラソドの産業的発展山 F立教経済学j20-2,1966年7月 (pp.

197-233)

248 竹本信弘｢ポ-ラソド社会主義運動とその思想一一若きローザの思想と行動(1)｣隠 済論叢j98-1,1966年7月(pp.

47-60)

249 竹本信弘 ｢p-ザ ･ルクセンブルクのポ-ラソド革命論- 若普p-ザの思想と行動(2)｣隠 済論叢j98-2,1966

年 8月 (pp.55-74)/ 〔248と併せて滝田修 ｢若きローザの思想と行動｣と改名･改題のうえ〕Fローザ･ルク

セソプルク論集｣〔-m-281〕(pp.ll-56)

250 早川修二 ｢運動論･組織論をめぐるローザ･ルクセソプルグの思考方法｣F現状分析j31,1966年10月 (pp.23-42)

251 高山満 ｢ローザ･ルクセソプルグー一一経済学方法論と F資本蓄積論j- ヒル77-ディソクとの対比において｣r経

済研究J〔一橋大〕17-4,1966年10月 (pp.358-362)-IV-135

252 竹本信弘 ｢反帝社会主義の金字塔- rインターナツイオナーレj誌におけるローザ｣F現代の理論j33,1966年10月

(pp.111-116)

253 〔無署名〕｢rインターナツイオナ-レ1誌の成立前後- スパルタクス･ブントの歴史のために｣Fインターナツイ

オナーレJ〔-ⅠⅠⅠ-98〕(付録pp.1-16)

54 田村雲供 ｢ローザ ･ルクセンブルク文献目録｣r社会科学j〔同志社大〕211,1967年2月 (pp.152-125)

55 柴田高好 ｢革命の弁証法｣F思想｣516,1967年6月 (pp.29-44)

56 真木実彦 ｢.,-ザ ･ルクセンブルク F資本蓄積論｣に対するレーニンの評註｣L耶 F商学論集j〔福島大〕36-1,

1967年6月 (pp.176-204).36-2,1967年 月 (pp. )

257 鶴田満彦 ｢ローザ ･ルクセンプルグをめぐる論争｣F資本論の展開j1967年12月 〔-I-65〕(pp.150-161)

258 山口正之 ｢停滞から発展-の移行についての-論点- p-ザ･ルクセンブルクからミ-イル･カレツキーへの継承

を中心に｣F経済評論J17-1,1968年1月 (pp,144-157)

259 桝本純 ｢.]-ザ･ルクセソプルクの視点一一く西方)革命者の相貌｣F現代の理論j49･50,1968年2月(pp.36-46)/

〔川田洋 ｢ローザ ･/レクセソプルク-の視点｣と改名 ･改題のうえ〕rローザ ･ルクセンブルク論集1〔-IIト

281〕(pp.141-161)

260 松田秀人 ｢r自然発生性理論｣の問題とローザ ･ルクセンブルク理論の特質一 最近の東独におけるス′(ルタクス派

評価への批判として｣r政治研究j16,1968年3月 (pp.53-84)

1 鶴田満彦 ｢再生産論と帝国主義分析｣｢商学論纂j9-6,1968年3月 (pp.1-34)

2 松田秀人 ｢ローザ ･ルクセンブルク評価の流れ｣r社会主義j201,1968年8月 (pp.95-108)

3 肥前栄一 ｢ローザ･ルクセンブルクの資本主義観の二･三の特質について- ドイツ革命との関連からみた試論ノー

ト｣内田義彦･小林昇編 F資本主義の思想構造J岩波書店,1968年8月 (pp.227-251)/ Fドイツ経済政策史

序説j未来社,1973年12月 (pp.356-381)

264 竹本信弘 ｢ローザ･ルクセ1/プルクの社会主義運動論｣F思想j531,1968年9月 (pp.20-42)/ 〔滝田修 ｢ローザ

の社会主義運動論｣と改名 ･改題のうえ〕Fローザ ･ルクセンブルク論集j〔-lII1281〕(pp.99-140)

265 竹本信弘 ｢ローザ･ルクセンブルクのマルクス主義方法論- F社会改良か革命か』の1つの論点｣F経済論叢jlO2-

4,1968年10月 (pp.17-36)/ 〔滝田修 ｢ローザの立場｣と改名 ･改題のうえ〕Fローザ ･ルクセンブルク論

集｣〔-Ⅰ11-281〕(pp.74-98)

266 平野義太郎 ｢カール･リ-ブタネヒト,ロ-ザ･ルクセソブルグ虐殺50周年によせて｣F前衛1291,1969年3月 (pp.

172-184)

267 柏崎千枝子｢ポーランドにおけるF1905年革命Jの展開とポーランド･リトゲァ社会民主党｣F歴史学研究1347,1969

年4月 (pp.30-38)

268 浜田泰三 ｢ローザとスパルタクス団｣F現代の限11969年4月(pp.98-105)/〔｢ドイツ革命の悲劇｣と改題のうえ〕

F.,-ザ ･ルクセンブルク論集j〔-IIト281〕(pp.313-328)

269 孝橋正一 Fl,-ザ ･ルクセ-/プルグ 思想 ･行動 ･手紙j勤草書房,1969年11月 (4,333p.)

270 松田秀人 ｢レーニンと.]-ザ･ルクセソプルグー一組織問題における対立を中心として｣F社会主義j216,1969年12
月 (pp.28-36)

271 諌山正 ｢ローザ ･ルク七ソブルグの Fロシア革命論 j の 思 想 的 背景｣r唯物史観』8,1970年2月 (pp.58-68)
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山口正之 ｢ローザ･ルクセンブルクの自動崩壊論批判｣r経済｣72,1970年4月 (pp.230-250)

富永幸生 ｢ドイツ共産党創立大会- F大会議事別 を中心に｣r現代史研究J24,1970年6月 (pp.12-52)

向山宗一 ｢p-ザ･ルクセンブルクの書損論- 現代資本主義把握へ向けての宇野経済学方法論批判｣r情況123,

1970年8月 (pp.5-22)

275 滝田修｢ローザ社会主義思想に於ける陥穿- 国際主義の質をめく･って｣F情況J25,1970年10月(pp.5-31)/〔｢t,-

ザ国際主義の陥穿｣と改題のうえ〕rp-ザ ･′レクセンブルク論集J〔-lI卜281〕(pp.261-311)

276 星野中｢帝国主義と資本制生産の歴史性(1)- ドイツ社会民主党における帝国主義認識の一側面｣r経済学雑誌｣63-

4,1970年10月 (pp.31-60)

277 松岡利通 ｢ローザ･ルクセンブルク評価の変遷｣F経済学雑誌｣63-4,1970年10月 (pp.61-80)

278 肥前栄一 ｢解説- ポーランド･ナショナ リズム論争 ノート｣Fポーランドの産業的発展｣〔-ⅠⅠト130〕(pp.

199-236)/ 〔｢ポーランド･ナショナリズム論争ノ-ト- p-ザ ･ルクセンブルク rポーランドの産業的発

展｣の背景｣と改題のうえ〕Fドイツ経済政策史序説J未来社,1973年12月 (pp.382-411)

279 酒井角三郎 ｢序｣rローザ･ルクセンブルク論集j〔-Ill-281〕(pp.5-10)/初出 :明治大学消費生活協同組合発

行 r季刊 ･読書ジャーナル｣1961年9月●

280 向山宗一 ｢p-ザ r蓄積論｣の現代的意義｣rローザ ･ルクセンブルク論集｣〔-Ill-281〕(pp.163-260)

281 酒井角三郎 ･滝田修 ･清水多書 ･向山宗一 ･川田洋 ･南成四 ･浜田泰三 rローザ ･ルクセンブルク論集J情況出版,

1970年12月 (361p.)-llト224,227,236,248,249,259,264,265,268,275,279,280

282 西川正雄 ｢ローザ-ルクセンブルク- 史料と文献｣r思想J559,1971年1月 (pp.120-133)

283 星野中 ｢帝国主義と資本制生産の歴史性- ローザ･ルクセンブルク r社会改良か革命か｣を中心に｣武田隆夫･遠

藤湘吉 ･大内力編 r資本論と帝国主義論｣下,東京大学出版会,1971年2月 (pp.159-177)-ⅠⅤ-162

284 伊藤成彦 ｢日本社会主義運動とローザ･ルクセソプルグ｣r商学論劉 12-5･6,1971年3月 (pp.371-389)-

ⅠⅠⅠ-288

285 渡辺昭 ｢ローザ･ルクセンブルク F資本蓄積論Jの提起した問題｣F社会科学J4-2,1971年3月 (pp.69-113)

286 伊藤定良 ｢1910年におけるドイツ社会民主党の党内抗争｣1971年4月 〔-I-66〕

287 伊藤成彦 ｢ローザ･ルクセンブルク資料紀行｣(1ト(5),1608,1971年8月9日 (p.6).1609,1971年8月16日 (p.

6).1611,1971年9月6日 (p.6).1612,1971年9月13日 (p.6).1613,1971年9月20日 (p.6)

288 伊藤成彦 ｢日本社会主義運動とローザ ･ルクセンブルク｣r思想1568,1971年10月 (pp.39-55)-ⅠⅠト284

289 松岡利道 ｢ローザ･ルクセンブルク F資本蓄積論]研究-の一視点- r資本蓄后論｣論争をめぐって｣r経済学雑誌｣

65-4,1971年10月 (pp.105-127)

東中野修 ｢ドイツ社会民主党と修正主義論争- 改革と革命の問題｣1971年12月 〔-I-67〕

降旗節雄 ｢ローザ･ルクセンブルクの資本蓄積論｣｢帝国主義論の史的展開J1972年3月 〔-I1-195〕(pp.99-112)

静田均 ｢資本蓄積と帝国主義をめぐる-論争一一一0.,くウエル対R.ルクセンブルク｣(1x2)r名城商学｣2113,1972

年3月 (pp.1-13).21-4,1972年3月 (pp.61-74)

293 武田信照｢経折学の対象と経済法則一･･･.C.シュミット,R.ヒル77ディング,R.ルクセソブルグ,N.プ-ーリンの見

解について｣(1x2)r法経論集j経済･経営編 〔愛知大〕68,1972年3月 (pp.149-170).70,1973年1月 (pp,

81-106)-ⅠⅤ-177

294 伊藤成彦 ｢ロ-ザ･ルクセンブルク- F社会改良か革命か山 石堂活倫･菊地昌典編 r革命思想の名著12選j学陽書

房,1972年9月 (pp.93-117)

295 星野中 ｢ローザ ･ルクセンブルク｣Fマルクス経済学講義J1972年9月 〔-1ト 199〕(pp.183-261)

296 小沢光利 ｢恐慌論の一面化過程の分析- 窮1次大戦前夜の r恐慌-再生産論争｣(189611913)をめく･って｣r経済

学研究j〔北海道大〕22-2,1972年 9月(pp.55-109)/F恐慌論史序説｣梓出版社,1981年11月(pp.74-136)

297 聴涼弘 ｢rp-ザ ･ルクセソプルグ論Jを評す- トロツキストの反革命的意図との閑適で｣r前衛J345,1972年10

月 (pp.109-119)

298 渡辺昭 ｢帝国主義論の方法としての r資本の蓄積1- ローザ･ルク七ソプルグ帝国主義論の坂本問題｣r経済理論l

〔和歌山大〕127-131合併号 (創立50周年記念特集号),1972年11月 (pp.211-254)

299 丸山敬一｢ローザ･ルクセンブルクと民族問題- トルコ問題を中心として｣r法学雑誌J〔大阪市立大〕19-2,1972
年11月 (pp.164-183)

300 静田均 ｢帝国主義と資本蓄積- R･ルクセンブルク対N.プ-J)ソ｣(1x2)F名城商判 22-2,1972年11月 (pp.

-212-



23-35).22-3,1973年3月 (pp.62-134)

301 市原健志 ｢崩壊論争史- r恐慌と崩壊｣,19世紀末におけるドイツ社会民主党の F崩壊論争｣を中心として｣F大学

院研究年報｣〔中央大〕2,1973年3月 (pp.47-62)

302 横山憲秀 ｢ポーランド時代のp-ザ･ルクセンブルク｣r歴史研究j〔大阪教育大〕10,1973年3月 (pp.84-110)
303 降旗節雄 ｢ローザ ･ルクセンブルクの蓄積論｣r講座帝国主義の研究J1,1973年3月 〔-II-201〕〔pp.46-56〕

304 湯浅迦男 ｢帝国主義と く民族問題)｣F民族問題の史的構造- 国民的生産力批判序説j1973年8月 〔-II-202〕
305 伊東孝之｢東欧の民族問題とマルクス主義の民族自決権概念- p-ザ･ルクセンブルク｣Fスラブ研究j〔北海道大〕

18,1973年9月 (pp.53-96)

306 西川正雄 ｢ローザ ･ルクセンブルクと7ジェソデ- マルクス主義研究国際週間に参加して｣F朝日新聞』1973年10
月19日 (夕刊)(p.7)

307 伊藤成彦 ｢新しい社会主義像への模索- "p-ザ･/レクセソプルク研究国際会議"から｣r思想1594,1973年12月

(pp.151-159)

3D8 伊東孝之 ｢ローザ ･ルクセンブルクとロシア革命｣F中央公論 歴史と人物1(特集 ･レーニンとロシ7革命),1974
年 1月 (pp.170-184)

309 松岡利道 ｢ローザ･ルクセソプルクの帝国主義論- その生成史的考察｣F経済学論集1〔龍谷大〕13-4,1974年3
月 (pp.36-63)

310 降旗節雄 ｢ローザ･ルクセンブルクの F資本蓄積論jJFマルクス経済学の理論構造j1974年6月 〔-IIl205〕(pp.

197-200)

311 松岡利通 ｢ロ-ザ･ルクセンブルク- その人と思想｣杉原四郎･菱山泉編 Fセミナー経済学教室J2 (経済学史),

日本評論社,1974年6月 (pp.175-180)-ⅠⅤ-202

312 富永畢生 ｢ローザ･ルクセソプルクのロシア革命論をめく･って｣ um F青山法学論集11611,1974年6月 (pp.

31-69).16-2,1974年12月 (pp.127-157)/ F独ソ関係の史的分析 1917-1925j岩波書店,1979年3月

(pp.154-216)

313 星川順一 ｢ローザ･ルクセソプルグ r資本蓄積論1の論理構成について｣F経済学雑誌j71-1,1974年7月 (pp.
1-34)

314 丸山敬一 ｢ロ-ザ ･ルクセソブルクとポーランド問題- p-ザ民族理論の問題点｣F法学雑誌j21-1,1974年9
月 (pp.41-82)

315 木村真樹男 ｢ローザ･ルクセソプルクと Fポ-ランド問題JJF文学研究科紀要j〔早稲田大 ･大学院〕別冊 1,1975

年 2月 (pp.215-231)

3川 丸山敬一 ｢ローザ･ルクセンブルク- 社会民主主義運動論を中心として｣岩佐幹三･山崎時彦編 F政治思想･歴史

と現代｣法律文化社,1975年5月 (pp.122-146)

317 大野節夫 ｢民族と階級との関連について- p-ザ ･ルクセソプルグとレーニン｣(lXZ)r経済学論叢』〔同志社大〕

23-3･4,1975年6月 (pp.74-99).23-5･6,1976年2月 (pp.55-116)

318 岡村東洋光 ｢ローザ･ルクセンブルク研究の一視角- rプロレタリア一日 派のポーラソド論と若きローザ｣F経済

論究J〔九州大 ･大学院〕34,1975年7月 (pp. 1-26)

319 嶋田紅衛 ｢rポーランドの産業的発展｣にみられるローザ理論の特徴- ローザ･ルクセソブルク経済理論の研究(1)｣
F経済学｣〔東北大〕37-1,1975年8月 (pp.93-108)-m-343

320 升味準之輔 ｢ソレル･ベルンシュタイン･ルクセンブルク- ユートピアと権力 (その2)｣1975年8月 〔-I-74〕

321 石川勝径 ｢p-ザ r資本蓄宗論Jの-批判- 山田氏の批判によせて｣F大枠論叢J〔大阪経済大･大学院〕7,1975

年 9月 (pp.1-9)

322 伊東孝之 ｢最近のローザ ･ルクセンブルク研究- ポーランドにおける活動を中心として｣Fスラブ研究』20,1975

年10月 (pp.143-174)

323 梅田美代子 ･阪東宏 ｢ローザ･ルクセンブルク研究をめぐって｣f歴史評論j306,1975年10月 (pp.30-47)

324 田沢哲 ｢ローザ･ルクセンブルクと現代｣(1)～(4)F新地平i(月刊労働者総合誌)1975年10･11月 (pp.10-15).1976

年 2月 (pp.106-111).1976年8月 (pp.122-126).1977年8月 (pp･90-97)

325 松岡利道 ｢帝国主義論の学説史的研究- ドイツ社会民主党を中心に｣1975年11月 〔-I-75〕

326 神代光朗 ｢二つの.,-ザ･ルクセンブルク論｣(1x2)r三田学会雑誌j68-ll･12,1975年12月 (pp.60-66).69-

1,1976年 1月 (pp.44-55)
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327 倉田稔 ｢ドイツ社会民主党とストライキ論争- ヒル77ディソグとローザ｣r労働運動史研究｣59(日本の統一戦
線運動),労働旬報社,1976年6月 (pp.275-291)-lV-221

328 川合研 ｢p-ザ ･ルク七./プルクr資本蓄積論Jについて- 資本蓄積の困難性を中心に｣r経済学雑誌175-1,
1976年7月 (pp.55-71)

329 渡辺昭 ｢ローザ･ルクセンプルグ帝国主義論の方法｣r帝国主義研究｣ⅠⅠ,1977年3月 〔-I-78〕(pp.373-418)
33D 松岡利通 ｢帝国主義と資本蓄括｣l講座経済学史】4,1977年4月 〔-1180〕(pp.93-108)
331 岡村東洋光 ｢p-ザ･/レクセソプルグ F資本蓄積論Jについての一考察｣r経済学研究J43-1,1977年7月 (pp.

59-72)

332 坪郷実｢経営レーテ運動の基礎- 第1次世界大戦と大衆内活動家層の形成｣(I)～(4･完)｢法学雑誌｣24-1,1977

年7月(pp･67-103)･24-2,1977年10月(pp･23-64)･24-4,1978年3月(pp･2.5-58)･25-1,1978

年9月 (pp.101-130)

333 阪東宏 ｢ポ-ランド･マルクス主義者の第-世代- 覚書｣r歴史評論1329,1977年9月 (pp.1-9)
334 宅和公志｢重商主義の一断片- p-ザのr外部的市場｣をめく･って｣r商学集志j〔日本犬〕47-2,1977年11月(pp.

73-86)

335 西川正雄 ｢ローザ･ルクセンブルクの生家と墓｣F学内広報J〔東京大〕391,1977年12月 (pp.12-13)
33.6 伊藤武 ｢p-ザ ･ルク七ソ7'ルグと拡大再生産｣r大阪経大論剰 121･122,1978年3月 (pp･147-168)
337･松岡利通 ｢帝国主義の必然性と戦争の必然性- p-ザ･ルクセンブルク F社会民主党の危扱｣を中心にして｣r経

済学論集J〔龍谷大〕17-4,1978年3月 (pp.161-194)

338 神代光朗 ｢ドイツ社会民主党のポーランド論争 (1897年～1913年)におけるローザ ･ルクセンブルクの立場｣r三田
学会雑誌171-5,1978年10月 (pp.204-224)

339 小野利明 ｢国際主義の物質的基礎はなにか- p-ザ･ルクItソプルグの経済理論から学ぶ｣r社会評論｣〔活動家集
団思想運動編集発行〕18,1978年11月 (pp.94-101)

340 荒木勝 ｢初期p-ザ･ルクセンブルクのポーランド論にみられる思考の特質｣｢法政論集j〔名古屋大〕78,1979年2
月 (pp.228-300)

佐川悠二 ｢ローザ ･ルクセンブルク再生産論の基本的性格｣r土地制度史学183,1979年4月 (pp.42-53)
荒木勝｢ローザ･ルクセソプルクのポーランド民族自治論に関する一考察｣r法政論集180,1979年6月(pp.126-165)
松岡利道 ｢t,-ザ･/レクIt:ソブルクの帝国主義論｣羽鳥卓也･吉田静一編 r経済学史)世界書院,1979年6月 (pp.248

-270)

344 嶋田紅街 ｢ローザ･ルクセンブルク経済理論における国民経済の否定- ローザ･ルクセンブルク経済理論の研究(2)｣

r経済学｣41-2,1979年10月 (pp.115-131)-ⅠⅠト319

5 伊藤成彦 ｢ローザ ･ルクセンブルクとトルストイ｣r信州白樺134･35,1979年11月 (pp.122-130)
6 丸山敬一｢ローザ･ルクセンブルク邦語文献目録- 1921年～1979年末｣｢中京法判 14-4,1980年3月(pp.25-47)
7 渡部恒夫 ｢社会政策論とp-ザ･ルクセンブルクによるベルンシュタイン理論の批判｣1980年4月,1980年7月 〔-

Ⅰ-83〕

348 松岡利道 ｢理論と実践の弁証法- 初期ルクセンブルクの方法｣r経済学論剰 〔龍谷大〕20-4,1981年3月 (pp.
34-50)

349 いいだもも ｢古典案内 ローザ ･ルクセンブルク l経済学入門JJr経済学批判j10,1981年6月 (pp.127-147)
350 丸山敬一 ｢民族の自決権とプロレク.)7-トの自決権- プロレクリ7･インタ-ナショナ･)ズムはいかにして可能

か｣F国家論研究j20,1981年7月 (pp.62-82)
351 川名隆史 ｢ローザ ･ルクセンブルクとポーランド問題- メ-ランド自治をめぐって｣r国家論研究120,1981年7

月 (pp.83-103)

352 福岡利裕 ｢ドイツ社会民主党における修正主義論争｣1981年11月 〔-I-85〕

353 長島伸一 ｢.,-ザ･/レクIt=ソプルクの資本主義観と帝国主義論｣平林千牧編 r経済学説史研究1時潮社,1982年4月

(pp.237-269)
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〔付記〕小稿が成るにあたっては多くの方々の有益な御指導を賜わった｡最近の外国語研究文献目録をはじめ,現物未

確認の文献についてもさまざまな｢情報｣を御教示いただいた東京大学の西川正雄先生,貴重な文献をお貸しいただき,

また本稿掲載の便宜をはかって下さった本学の天野勝行先生,カウツキー研究者 相田慎一氏,ヒルフアディソグ研究

老 河野裕康氏,法政大学大学院の大山均氏に心より感謝いたします｡

末筆ながら,本目録作製のため図書利用の便宜をはかっていただいた,国立国会図害館,社会労働問題研究センター

(大原社研･協調会文庫),法政大学,一橋大学,慶応大学,東京大学,長野大学の各付属図書館の関係者各位に厚くお

礼申し上げます｡

(1982年6月12日)

〔追記〕その後の調査によって,すでに補充の必要が認められる文献が数点あるが,今後の専問研究者諸賢からの御指摘と

あわせて,いずれ機会が与えられたとき増補 ･改訂したい｡

(1982年 7月28日)
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